
自動車業界の主軸として活躍できる技術者
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・成績評価及び卒業要件

＜履修評価（合否判定）の方法＞

①科目の合否

本校では、科目の合否は原則的に履修判定試験のみでおこない、６０％の理解度をもって合格とする。

履修判定試験は「筆記試験」・「実習試験」でおこなわれるが、作品制作やレポートなど普段の授業の中

でおこなわれる提出物の評価を履修判定試験内で評価することがある。

その場合の評価の方法については、講義概要（コマシラバス）の中に明記される。

②未受験者・試験不合格者の処置

A: 公認欠席または疾病により診断書が提出された場合、履修判定試験を受けることが出来なかった者に対

して、審査により認められた場合のみ追試験を受けることができます。その場合の成績評価点は得点の

90％、67点～60点は一律60点とします。

B： 履修判定試験の成績が60点未満の場合および上記Aに該当する理由がなく履修判定試験を受験しな

かった場合は未履修となります。ただし、必修科目全体の年間出席率が80％以上の者については、書類審

査で認められた者に限り追試験を実施することがあります。その場合成績評価は一律60点とします。

③履修判定試験の運営

試験会場では、試験監督官の指示に従って行動する。

試験開始後20分以内に入室できなかった場合には、その試験の受験資格を失う。

試験中に監督官から不正行為を指摘された場合には直ちに教室から退室する。この場合は当該科目を不合

格とする。

＜成績評価およびその客観的な指標について＞

履修判定試験の結果が１００点～８０点のものをＡ（合格）、７９点～７０点のものをＢ（合格）、６９

点～６０点のものをＣ（合格）、５９点以下のものをＤ（不合格）として成績評価とする。

このＡ～Ｄの評価を、Ａ＝３点、Ｂ＝２点、Ｃ＝１点、Ｄ＝０点として各科目の成績を点数化のうえ合計

し、総科目数で割り指標数値を算出して各科の成績分布の指標とする。



＜進級について＞

①進級

進級に関する基準に関しては、下記条件を基に、進級判定会議において総合的に判定されます。

・各学年の必修科目をすべて履修し､年間総出席率９０％以上であること。

　なお、１級４年制課程における３学年の履修については、二級ガソリン自動車整備士および二級ジーゼ

ル自動車整備士両方の登録試験に合格していることが科目履修の条件となります。

②留年

上記条件を満たさない場合は、留年となる。

③進級・留年の決定

進級・留年の最終判断は、進級公示前までに校長がおこない学籍に記録する。

＜卒業について＞

①卒業

卒業に関する基準に関しては下記条件を基に、卒業（修了）判定会議において総合的に判定されます。

・卒業（修了）条件は、修業年限間に定めた必修科目のすべて履修し､各課程の基準時限以上を出席するこ

と。

※1級課程においては体験実習を除いて、889時限（コマ）以上必要（１時限は90分授業＝1コマ）

②留年

上記条件を満たさない場合は、留年となる。

③卒業・留年の決定

卒業・留年の最終判断は、卒業公示前までに校長がおこない学籍に記録する。

２級課程（１級課程１,２年） １級課程３,４年

講　義 ３１８時限（コマ）以上 １５６時限（コマ）以上

実　習 ６３５時限（コマ）以上 ２５９時限（コマ）以上

体験実習 ７８時限（コマ）以上

評価実習 ３０６時限（コマ）以上

授業分類
卒業基準時限数



作成日 2025/11/5

履修科目履修時間表　　1級自動車エンジニア科 変更日 2026/4/1

2026年度入学生用
東京工科自動車大学校世田谷校

大 中

01 ◎ フレッシュマン研修 16

02 ◎ 就職対策講座Ⅰ 16

03 ◎ 就職対策講座Ⅱ 16

04 ◎ 就職対策講座Ⅲ 16

05 ◎ ビジネス実務講座Ⅰ 1 16

06 ◎ ビジネス実務講座Ⅱ 1 16

07 ◎ ビジネス実務講座Ⅲ 1 16

08 ◎ ビジネス講座Ⅳ 1 16

09 ◎ ビジネス講座Ⅴ 1 16

10 ◎ 自動車英語Ⅰ 1 16

11 ◎ 自動車英語Ⅱ 1 16

12 ◎ 自動車英語Ⅲ 1 16

13 ◎ 自動車英語Ⅳ 1 16

14 ◎ モビリティ交通工学 2 36

15 ◎ 車両データ通信制御 1 24

16 ◎ PDCA理論と実践 8

17 ◎ ビジネス英会話Ⅰ 10

18 ◎ ＥＣＥ規格と保安基準 1 28

19 ◎ ビジネス英会話Ⅱ 1 16

20 ◎ 自動車の法令 2 36

21

01 ◎ ＩＴリテラシー 2 32

02 ◎ 自動車工学Ⅰ 2 34

03 ◎ 自動車工学Ⅱ 2 34

04 ◎ エンジンⅠ 2 34

05 ◎ シャシⅠ 2 34

06 ◎ 自動車工学Ⅲ 2 34

07 ◎ シャシⅡ 2 34

08 ◎ エンジンⅡ 2 34

09 ◎ シャシⅢ 2 34

10 ◎ エンジンⅢ 2 34

11 ◎ 自動車構造演習 2 34

12 ◎ 流体力学Ⅱ 1 24

13 ◎ 情報リテラシ応用 2 32

14 ◎ 電子回路の測定技術 2 32

15 ◎ ハイブリッド自動車技術 2 36

16 ◎ 材料力学Ⅱ 2 36

17 ◎ 材料力学Ⅲ 2 36

18 ◎ 新自動車エネルギ概論 1 20

19 ◎ 整備指導の実際 1 20

20 ◎ 構造検査変更実務 1 20

21 ◎ 自動車法規Ⅰ 12

22 ◎ 自動車法規Ⅱ 8

23 〇 研究セミナⅠ－１ 2 40

24 ○ 研究セミナⅠ－２ ↑ ↑

25 ○ 研究セミナⅠ－３ ↑ ↑

26 ○ 研究セミナⅣ－１ 4 64

27 ○ 研究セミナⅣ－２ ↑ ↑

28 ○ 研究セミナⅣ－３ ↑ ↑

29

01 ◎ 力学基礎 2 34

02 ◎ 電気・電子装置 2 34

03 ◎ 自動車の性能 2 34

04 ◎ シャシⅣ 2 34

05 ◎ 法令Ⅰ 2 34

06 ◎ 二輪自動車構造 2 34

07 ◎ 自動車工学Ⅳ 2 34

08 ◎ ガソリン自動車構造 2 34

09 ◎ ディーゼル自動車構造 2 34

10 ◎ 法令Ⅱ 2 34

11

01 ◎ 自動車整備実習 1 34 〇 ☆

02 ◎ エンジン実習Ⅰ 1 34 〇 ☆

03 ◎ 電気装置実習Ⅰ 1 34 〇 ☆

04 ◎ シャシ実習Ⅰ 2 64 〇 ☆

05 ◎ エンジン実習Ⅱ 1 34 〇 ☆

06 ◎ メカトロニクス実習 1 34 〇 ☆

07 ◎ 電気装置実習Ⅱ 1 34 〇

08 ◎ 二輪車実習Ⅰ 1 34 〇

09 ◎ 電気装置実習Ⅲ 2 64 〇

10 ◎ アーク溶接作業 24 〇

11 ◎ エンジン実習Ⅲ 1 34 〇

12 ◎ シャシ実習Ⅱ 2 64 〇

13 ◎ 二輪車実習Ⅱ 1 34 〇

14 ◎ 電気装置実習Ⅳ 1 34 〇

15 ◎ 電気自動車＆AC整備 1 34 〇

16 ◎ グラインダ特別教育 16 〇

17 ◎ エンジン実習Ⅳ 2 64 〇

18 ◎ タイヤ･ホイールに関する整備作業 1 32 〇

19 ◎ 機械工作法 1 32 〇

20 ◎ シャシ電子制御装置Ⅰ 1 36 〇

21 ◎ 材料試験法 1 36 〇

22 ◎ 三次元CAD設計Ⅰ 1 36 〇

23 ◎ 三次元CAD設計Ⅱ 1 32 〇

24 ◎ エア･コンディショナの整備作業 1 36 〇

25 ◎ エンジン電子制御装置Ⅰ 1 36 〇

26 ◎ シャシ性能実験 1 32 〇

27 ◎ 振動･騒音の測定法Ⅰ 16 〇

28 ◎ 振動･騒音の測定法Ⅱ 16 〇

29 ◎ メカトロニクス応用Ⅰ 1 32 〇

30 ◎ エンジン性能実験 1 32 〇

31 ◎ エンジン・データ収集･解析 1 32 〇

32 ◎ 車両安定制御装置 1 32 〇

33 ◎ 特殊溶接 26 〇

34 ◎ メカトロニクス応用Ⅱ 1 32 〇

35 ◎ シャシ電子制御装置Ⅱ 1 32 〇

36 ○ 研究セミナⅡ－１ 1 40 〇

37 ○ 研究セミナⅡ－２ ↑ ↑ 〇

38 ○ 研究セミナⅡ－３ ↑ ↑ 〇

39 ○ 研究セミナⅢ－１ 1 40 〇

40 ○ 研究セミナⅢ－２ ↑ ↑ 〇

41 ○ 研究セミナⅢ－３ ↑ ↑ 〇

42

01 ◎ 重整備実習 1 34 〇

02 ◎ シャシ実習Ⅲ 1 34 〇

03 ◎ 故障診断Ⅰ 1 34 〇

04 ◎ シャシ実習Ⅳ 2 64 〇

05 ◎ シャシ実習Ⅴ 2 64 〇

06 ◎ 故障診断Ⅱ 2 64 〇

07 ◎ 自動車検査実習 2 64 〇

08 ◎ プロジェクトセミナー 4 124 〇

09 ◎ 総合実習Ⅰ 2 64 〇

10 ◎ 総合実習Ⅱ 2 64 〇

11 ◎ 総合実習Ⅲ 2 64 〇

12 ◎ 体験実習(導入） 8 〇

13 ◎ 整備作業の応用 1 40 〇

14 ◎ 環境とリサイクル 28 〇

15 ◎ ｻｰﾋﾞｽ対応の基本 1 30 〇

16 ◎ 体験実習(整備実務作業） 3 90 〇

17 ◎ 体験実習(顧客対応） 3 90 〇

18 ◎ エンジン電子制御装置Ⅱ 1 40 〇

19 ◎ シャシ電子制御装置Ⅲ 1 40 〇

20 ◎ 総合診断Ⅰ 1 40 〇

21 ◎ 騒音振動故障探求 1 32 〇

22 ◎ 自動車新技術Ⅰ 1 40 〇

23 ◎ 総合診断Ⅱ 1 40 〇

24 ◎ エンジン故障探求 1 40 〇

25 ◎ シャシ故障探求 1 40 〇

26 ◎ シャシ電子制御装置Ⅳ 1 56 〇

27 ◎ 自動車新技術Ⅱ 1 56 〇

28 ◎ 環境保全と安全管理 1 56 〇

29 ◎ 問診･整備説明 1 40 〇

30 ◎ エンジン電子制御装置Ⅲ 1 56 〇

31 △ 機械設計演習Ⅰ 24 〇

32 △ 機械設計演習Ⅱ 24 〇

33

01 ◎ 外部研修 24

02 ◎ 外部研修 24

01 △ 海外短期留学研修 3 90

02 △ 海外短期留学研修 3 90

03 △ 海外短期留学研修 3 90

04 △ 海外短期留学研修 3 90

05

- 1130 1038 1206 976

156

12 90 90 90 138
- 1220 1128 1296 1114

168

実務経験を有する教員が担当する単位数/授業時間数 78

◎・・・必修科目(当該学科の全学生が卒業までに必ず履修しなければならない科目)
○・・・選択必修科目(一群の選択科目の中から指定された科目数を選択して履修しなければならない科目)

△・・・選択科目(学生が任意に選択して受講することができる科目)
※卒業に必要な履修時間数は「総必要履修時間数」欄に示された時間数である。

※「1履修時間」は実時間で45分とする。また、「1授業時間(1コマ)」は2履修時間(実時間で
90分)とする。

※履修時間を単位数で換算する場合は、講義・演習科目にあっては15履修時間、実習・
実験科目にあっては30履修時間をそれぞれ1単位として換算する。

分類
番号 必修

選択
教育科目名

単

位

数

1

年

次

2

年

次

3

年

次

4

年

次

実務
経験
※１

シラ
バス
添付

備考

講

義

科

目

一

般

教

養

基

礎

講

義

応

用

講

義

実

習

科

目

基

礎

実

習

応

用

実

習

必

須

研

修

研

修

学年必要履修時間数
総必要履修時間数（単位数） 4350

学

外

単

位

2892

選択科目時間数（単位数）
学年総時間数
総時間数（単位数） 4758



281.世田谷1級自動車エンジニア科１年講義シラバス

系 自動車系

科 自動車系3校共通

年度 2026年度

学年 1年次

期 1

教科名 一般教養

科目名 ＩＴリテラシー

単位 2

履修時間 32

回数 16

必修・選択 必修

省庁分類 11.自動車工学

授業形態 講義

作成者 金澤晃男・井坂昭司・松村道隆

教科書 オリジナルテキスト

系 自動車系

科 自動車系3校共通

年度 2026年度

学年 1年次

期 1

教科名 一般教養

科目名 就職対策講座Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

単位 3

履修時間 96

回数 48

必修・選択 必修

省庁分類 00.一般教養

授業形態 講義

作成者 澁谷　健

教科書 就職実践!ワークブック

系 自動車系

科 自動車系3校共通

年度 2026年度

学年 1年次

期 1

教科名 自動車工学

科目名 自動車工学Ⅰ

単位 2

履修時間 34

回数 17

必修・選択 必修

省庁分類 自動車工学

授業形態 講義

作成者 松村　道隆

教科書
自動車材料

三級自動車整備士(総合)
二級自動車整備士(総合)

系 自動車系

科 自動車系3校共通

年度 2026年度

学年 1年次

期 1

教科名 自動車工学

科目名 自動車工学Ⅱ

単位 2

履修時間 34

回数 17

必修・選択 必修

省庁分類 自動車工学

授業形態 講義

作成者 松村　道隆

教科書
三級自動車整備士(総合)
内燃機関、燃料・油脂

筆記試験、100点満点中60点以上を合格とする。

シラバス（概要）

必要性：・情報社会において、データの扱い方、安全な利用、著作権など法的・倫理的知識は必須であり、AIリテラシーを
学ぶ前段階の基礎となります。
・生成AIの時代となり、社会でも効率よく仕事をするためにも生成AIの活用は不可欠です。

学習内容：(1) 情報社会の基礎・セキュリティ(2) 検索リテラシー(3) 著作権・引用・情報モラル
(4)コンピュータを活用するのに最低限知らなくてはならないこと(5)生成AIのメリットとデメリット、活用のマナーを学習
します。

評価方法

前半8コマ分のリテラシ部分については履修判定筆記試験にて60点満点、後半9～15コマ分のＭＳ365関係については、期日ま
でにポートフォリオを提出することで40点、合計で60点以上(100点満点)で合格とする。

シラバス（概要）

一度きりの人生を実りあるものにしたいというのは、みんなの願いです。就職と言う人生の大きな岐路を迎えるにあたり、
希望にそった会社に就職し豊な生活を満喫したいと考えているのではないでしょうか。
就職の大きな目的の一つは、安定した収入を得ることにありますが、それだけで仕事を選ぶ人は少ないと思います。専門学
校でその道の分野のプロになるため勉強をし、知識や技術を蓄えてきた皆さんが社会人として出発するためには、いくつも
の関門をくぐらなければなりません。その関門を突破するために1年を通してしっかりした考えのもとに目標を設定し、突き
進む道しるべとしてこの講座が設定されています。就職内定をつかみ取るだけでなく、人間として成長し社会人として活躍
できるスキルを身につける事を目的としています。人間として成長するたに必要な様々な知識と共に、時には実践で試すこ
とも必要でしょう。この就職プログラムは、あなたを人間として成長させる一助となることでしょう。

評価方法

出席点50点（上限）、提出物等　総合点１００％の内６０％以上で合格とする。1期は、フレッシュマン研修等で実施する内
容を含める。

シラバス（概要）

自動車はいろいろな部品が組み合わさってできています。それら部品同士を繋ぐ「ボルト」や「ナット」。回転するものに
は「軸受け（ベアリング）」走行中路面の凹凸によって発生する衝撃を和らげる「スプリング」など、これらの装置を構成
する部品を総称して機械要素と呼んでいます。この要素の種類とその材料を学習します。
これらの部品を設計するには正確な図面を描かなくてはなりません。そのため図面は、設計者の意思を正確に伝えることが
出来るものでなければなりません。そのための描き方、表現方法について学びます。また、整備士にとってサービスマニュ
アルなどにある図面から、実物を想像でき、さらにその構造や作動までも理解できる、という重要な素養となります。
科目の到達目標
①ボルト・ナットの種類と特徴がわかる
②自動車で使われるベアリングの種類と特徴がわかる
③自動車で使われるスプリングの種類と特徴がわかる
④金属材料の種類と特徴がわかる
⑤図面を描くためのルールと記載例がわかる
⑥図面を読むこと、描くことができる
⑦実際の立体を見て、図面を作成することができる　⑧図面から、立体を作ることが出来る

評価方法

シラバス（概要）

自動車が世の中に出てから１００年以上経ち、技術の進歩から現在の高性能なクルマが出来ています。一方で誕生したころ
からほとんど変わっていないのが「走る」「止まる」「曲がる」という基本的な性能です。自動車を学ぶにあたり始めに学
習するのはこれらの基本的な構造です。走るための動力発生装置と伝達装置、曲がるための操舵装置、止まるための制動装
置の基本的な構造と作動を学習します。また、動力源であるエンジンについては種類、動力発生の仕組み、それを補助する
装置などを学習します。

科目の到達目標
①自動車の歴史と全体の構成がわかる
②「走る」「止まる」「曲がる」ための仕組み（シャシ装置の概要）がわかる
③動力発生の仕組み（エンジンの基本作動）がわかる
④エンジンの種類がわかる
⑤エンジン回転と出力の関係がわかる

評価方法

筆記試験、100点満点中60点以上を合格とする。



281.世田谷1級自動車エンジニア科１年講義シラバス

系 自動車系

科 自動車系3校共通

年度 2026年度

学年 1年次

期 1

教科名 自動車整備関連

科目名 エンジンⅠ

単位 2

履修時間 34

回数 17

必修・選択 必修

省庁分類 12.自動車整備関連

授業形態 講義

作成者 佐藤　康夫　松村　道隆

教科書
三級自動車整備士(総合)
内燃機関、燃料・油脂

系 自動車系

科 自動車系3校共通

年度 2026年度

学年 1年次

期 2

教科名 自動車整備関連

科目名 シャシⅠ

単位 2

履修時間 34

回数 17

必修・選択 必修

省庁分類 自動車整備関連

授業形態 講義

作成者 松村　道隆

教科書 三級自動車整備士(総合)

系 自動車系

科 自動車系3校共通

年度 2026年度

学年 1年次

期 2

教科名 自動車工学

科目名 自動車工学Ⅲ

単位 2

履修時間 34

回数 17

必修・選択 必修

省庁分類 自動車工学

授業形態 講義

作成者 松村　道隆

教科書
三級自動車整備士(総合)
二級自動車整備士(総合)

系 自動車系

科 自動車系3校共通

年度 2026年度

学年 1年次

期 3

教科名 自動車整備関連

科目名 シャシⅡ

単位 2

履修時間 34

回数 17

必修・選択 必修

省庁分類 12.自動車整備関連

授業形態 講義

作成者 松村　道隆

教科書
三級自動車整備士(総合)
二級自動車整備士(総合)

筆記試験、100点満点中60点以上を合格とする。

シラバス（概要）

レシプロエンジンは燃焼室内で燃料が燃焼し、容積が膨張するときの圧力をピストンが受け、その力でクランクシャフトを
回転させるエンジンです。これらエンジンの基本的な構造作動を部品や装置名称を含めて学習します。また、後半部分では
ガソリンエンジンの燃焼に必要な混合気を作るための燃料供給装置について学びます。古くから使用されていた機械式の燃
料供給装置である「キャブレータ」の原理と構造を学び、その後有害ガスを減少するため空燃比を細かく成業できる電子制
御燃料噴射装置へ移り変わっていった背景について学習します。
科目の到達目標
①エンジン本体の構造と特徴がわかる
②ピストン、シリンダの構造と機能、クランク機構のしくみがわかる
➂4サイクル4気筒エンジンの作動と工程がわかる。
➃バルブ機構の基本的な構造と作動がわかる
➄ガソリンエンジンに必要な混合気の特徴が分かる
➅機械式の燃料供給装置である「キャブレータ」の基本的なしくみと原理がわかる
➆電子制御式燃料噴射装置の基本的な仕組みと作動がわかる(燃料系統、吸気系統を中心に学習し制御系統は除く)

評価方法

筆記試験、100点満点中60点以上を合格とする。

シラバス（概要）

自動車には、「走る」「止まる」「曲がる」という３つの基本性能があり、このうちの止まる性能に関する「制動装置」に
ついて学びます。摩擦ブレーキのディスクブレーキとドラムブレーキ、乗用車に多く使用されている油圧式ブレーキ、大型
自動車で多く使われているエア式ブレーキ、制動力を増加する制動倍力装置、制動力の制御をするためのアンチロック装置
（ABS、EBD等）など、その構造、作動、性能について学びます。

科目の到達目標
①ブレーキ装置の原理を理解する
②油圧ブレーキ・システムの構造・作動を理解する
③ドラムブレーキ、ディスクブレーキの構造を理解する
④制動倍力装置の構造と作動を理解する
⑤エアブレーキの基本的な構成を理解する
⑥パーキング・ブレーキの構造・作動を理解する

評価方法

シラバス（概要）

自動車は加速、減速、旋回等、様々な運動を繰り返すため、多くの力が車体に働きます。そしてこれらの力はいくつかの分
力に分解したり、逆にいくつかの力を合成したりしますが、全てタイヤと路面との間で働きます。この車体に働く力につい
て基本的な作用と求め方を学びます。また、後半部分では自動車に使用される電気について基本的な内容を学び、今後学習
する電気・電子回路等の高度な内容を学ぶ際の基礎知識となるよう学習します

科目の到達目標
①力学の基礎的な事柄を理解する
②力が実際の自動車ではどのように作用しているかを理解する
③力学の基礎的な計算が出来る
④電気の基礎知識を得る
⑤電気回路のしくみを理解する
⑥電気回路の基礎的な計算が出来る

評価方法

筆記試験、100点満点中60点以上を合格とする。

シラバス（概要）

エンジンで発生した動力は、最終的にタイヤが路面との摩擦により車体に伝えられます。しかしその途中にはクラッチ、ト
ランスミッション、プロペラシャフト、ファイナルギヤ等が配置され、それぞれが大切な役割で自動車には欠かせない大変
重要な役割を担っています。この科目ではこれら動力の流れを追いながら各装置の構造作動を学び、最終的にはタイヤの構
造まで学習します。

科目の到達目標
①クラッチの構造と作動がわかる
②トランスミッションの構造作動がわかる
③ファイナルギヤおよびディファレンシャルの構造作動がわかる
④タイヤの構造がわかる
⑤タイヤの種類とホイールの構造種類がわかる

評価方法

筆記試験　100点満点で60点以上合格



281.世田谷1級自動車エンジニア科１年講義シラバス

系 自動車系

科 自動車系3校共通

年度 2026年度

学年 1年次

期 3

教科名 自動車整備関連

科目名 エンジンⅡ

単位 2

履修時間 34

回数 17

必修・選択 必修

省庁分類 12.自動車整備関連

授業形態 講義

作成者 松村　道隆

教科書
内燃機関、燃料・油脂
三級自動車整備士(総合)
二級自動車整備士(総合)

系 自動車系

科 自動車系３校共通

年度 2026年度

学年 1年次

期 3

教科名 自動車整備

科目名 シャシⅢ

単位 2

履修時間 34

回数 17

必修・選択 必修

省庁分類 12.自動車整備関連

授業形態 講義

作成者 松村　道隆

教科書
三級自動車整備士(総合)
二級自動車整備士(総合)

系 自動車系

科 自動車系3校共通

年度 2026年度

学年 1年次

期 4

教科名 自動車整備関連

科目名 エンジンⅢ

単位 2

履修時間 34

回数 17

必修・選択 必修

省庁分類 12.自動車整備関連

授業形態 講義

作成者 松村　道隆

教科書
三級自動車整備士(総合)
二級自動車整備士(総合)
内燃機関、燃料・油脂

履修判定筆記試験　100点満点中60点以上で合格

シラバス（概要）

ディーゼル・エンジンはドイツの技術者R・ディーゼルが熱効率向上のため発明したエンジンです。ガソリン・エンジンとは
構造上で異なる部分が多く、特に点火方式と燃料供給方式が異なりそれぞれに特徴があります。今回初めてディーゼル・エ
ンジンを学ぶに当たり、ガソリン・エンジンと比較をしながら学習し、最新のコモンレール式燃料供給装置の概要までを学
びます。

科目の到達目標
①ガソリン・エンジンとディーゼル・エンジンの構造的な違いがわかる
②燃料装置の違いがわかる（インジェクション・ポンプ、インジェクション・ノズル）
③ディーゼル・エンジンとガソリン・エンジンの燃焼の違いがわかる
④コモンレール式高圧燃料噴射装置の概要を理解する

評価方法

シラバス（概要）

サスペンションはタイヤとボデーとの間に位置し、車体を支えると共に路面からの衝撃を吸収して乗り心地を良くする働き
をします。また、タイヤを路面に押しつけることで適切なロードホールディングを確保する役目をしています。これらの役
目をする装置について学びます。さらに、後半部分では、クルマの進行方向を任意に変える装置：ステアリング装置につい
て、そのメカニズムと構造作動を学び、最終的にはクルマがスムーズに直進や旋回することが出来るためのホイール・アラ
イメントについて、そのメカニズムを理解することまでを目標としています。

◆科目の到達目標
①サスペンションの働きがわかる
②各種形式サスペンションの構造、作動がわかる（車軸式、独立式、ストラット型、ウィッシュボーン型）
③ステアリング機構（ボール・ナット型、ラック・ピニオン型）の構造及び作動がわかる
④パワー・ステアリングの構造作動が理解出来る
⑤ホイール・アライメントが理解出来る

評価方法

筆記試験　100点満点で60点以上を合格とする

シラバス（概要）

エンジンのバルブ機構は、適切な時期にバルブを開閉して混合気を導入、密閉、排気を行う装置であり、エンジンの性格･性
能を大きく左右するものです。構造が複雑で部品点数も多い機構ですが、非常に重要な役割を持ちエンジンを理解するため
には必要不可欠な内容です。また、バルブ機構だけでなく燃焼に関するメカニズムは、出力及び燃費の向上、排気ガスの浄
化等と密接な関係にあります。後半部分では排出ガスの発生原因から発生防止方法及び浄化についてのメカニズムを詳しく
学びます。これらのエンジンに関する要素を学ぶことは自動車整備士として大切な知識となります。

科目の到達目標
①エンジンの動弁機構を構成する部品の役割と作動がわかる
②バルブのリフト量や開閉時期によって混合ガスの吸入量に影響を及ぼすことがわかる
③バルブタイミングダイヤグラムの読み方とエンジン性能への影響がわかる
④直列4気筒エンジンおよび6気筒エンジンの作動工程とバルブの状態がわかる
➄排出ガス中の有害成分の特性及び発生メカニズムがわかる
⑥有害成分に対するシステム別の低減方法がわかる

評価方法

履修判定試験１００点満点中６０点以上を合格とする。



281.世田谷1級自動車エンジニア科１年講義シラバス

系 自動車系

科 自動車系3校共通

年度 2026年度

学年 1年次

期 4

教科名 11.自動車工学

科目名 自動車構造演習

単位 2

履修時間 34

回数 17

必修・選択 必修

省庁分類 11.自動車工学

授業形態 講義

作成者 松村　道隆

教科書 三級自動車整備士(総合)

履修判定試験　100点満点中60点以上が合格

シラバス（概要）

入学してから約1年間の学習で、三級自動車整備士程度の知識と実力が付いたと思います。そこで身についた知識の確認とし
て実際に出題された三級自動車整備士(総合)の国家試験問題を解いてみましょう。国家試験問題の攻略は知識だけでなく
「試験問題を解くノウハウ」を必要とする問題が多く出題されます。それは問題数を多く体験することで得られるものなの
で、ここではそれぞれの系統別に国家試験問題にチャレンジし、教科書や参考書で見直しすることで合格力を向上させま
す。実際には三級資格は受験しませんが、確実に合格レベルに達することで次年度に受験する二級自動車整備士(総合)合格
への糸口となることでしょう。

科目できる目標
①三級整備士　エンジン系統の問題を解く事が出来る
②三級整備士　シャシ系統の問題を解く事が出来る
③三級整備士　工学・機器取扱系統の問題を解くことができる
④三級整備士　法令(整備法規)の問題を解く事が出来る

評価方法



281.世田谷1級自動車エンジニア科１年実習シラバス

系 自動車系

科 自動車系3校共通

年度 2026年度

学年 1年次

期 1

教科名 自動車整備作業

科目名 自動車整備実習

単位 1

履修時間 34

回数 17

必修・選択 必修

省庁分類 21.自動車整備作業

授業形態 実習

作成者 松村　道隆

教科書 基礎自動車整備作業

系 自動車系

科 自動車系3校共通

年度 2026年度

学年 1年次

期 1

教科名 自動車整備作業

科目名 エンジン実習Ⅰ

単位 1

履修時間 34

回数 17

必修・選択 必修

省庁分類 21.自動車整備作業

授業形態 実習

作成者 松村　道隆

教科書 基礎自動車整備作業 三級自動車整備士(総合)

系 自動車系

科 自動車系3校共通

年度 2026年度

学年 1年次

期 1

教科名 自動車整備作業

科目名 電気装置実習Ⅰ

単位 1

履修時間 34

回数 17

必修・選択 必修

省庁分類 21.自動車整備作業

授業形態 実習

作成者 松村　道隆

教科書
三級自動車整備士(総合)

電装品構造

シラバス（概要）

シラバス（概要）

自動車整備で、車両をリフトやジャッキで持ち上げてタイヤを取り外す作業があります。このような作業では効率や早さよ
りも安全確保を第一に考えて作業する必要があります。安全正確に作業を行うには正しい手順と準備、そして真剣な取り組
みを必要とします。この科目では車両の一般的な取り扱い方法とジャッキアップを通して安全作業、その上で日常点検とタ
イヤローテーションについて学びます。

科目の到達目標
日常点検整備及びタイヤ・ローテーション作業を通して、
　①安全な整備作業ができる
　②手工具の正しい取り扱いができる
　③ジャッキ・アップ、ジャッキ・ダウンができる
　④タイヤの取外し取り付け作業ができる

評価方法

スキルチェック合格後、スキル点40点に筆記試験点数（60点満点）で合計60点以上を合格とする。

【授業の特徴と教員紹介】担当教員は自動車の整備、開発（設計・実験）の何れかの職に従事した経験があり、その実務に基づいた授業を展開する｡ 

小型エンジンの分解整備と工具および測定具の使用方法を学びます。まずは安全にエンジンの分解作業が出来るために正し
い工具の使い方を学び、その後測定に入ります。自動車整備作業では正しい測定が大変重要視されており、修理や交換の目
安となっています。このようにエンジン分解→各部測定→組み付けという手順を身に着ける事で様々な整備に対応する事が
出来るようになります。

科目到達目標
①エンジンの基本的な構造が理解出来る
②手工具の正しい取り扱いができる。
③測定器の正しい取り扱いができる。
④安全な整備作業ができる。

評価方法

スキルチェック合格後、スキル点40点に筆記試験点数（60点満点）で合計60点以上を合格とする。

【授業の特徴と教員紹介】担当教員は自動車の整備、開発（設計・実験）の何れかの職に従事した経験があり、その実務に基づいた授業を展開する｡ 

シラバス（概要）

自動車が夜間走行するときはヘッド・ランプがないと走行できません。また、進行方向を変えるときはターンシグナル・ラ
ンプで他の自動車に対して自分の進行方向を知らせる必要があります。このように自動車にはランプ類をはじめとしていろ
いろな電気装置が搭載されています。これら電気装置は大きく分けるとエンジン電装品とシャシ,ボデー電装品に分けられま
す。この科目では、これら各電装品の車両における配置やそれぞれの役割を学習し、それらの点検に用いるサーキット・テ
スタについて、正しい使用方法をマスターすることを目的とします。

科目の到達目標
①バッテリーの構造および取り扱い並びに,点検が出来る
②サーキットテスタの使用法を理解し、電流、電圧、抵抗の測定ができる
③車両の電気装置の構造理解と点検ができる

評価方法

スキルチェック合格後、スキル点40点に筆記試験点数（60点満点）で合計60点以上を合格とする。

【授業の特徴と教員紹介】担当教員は自動車の整備、開発（設計・実験）の何れかの職に従事した経験があり、その実務に基づいた授業を展開する｡ 



281.世田谷1級自動車エンジニア科１年実習シラバス

系 自動車系

科 自動車系3校共通

年度 2026年度

学年 1年次

期 2

教科名 自動車整備作業

科目名 シャシ実習Ⅰ

単位 2

履修時間 64

回数 32

必修・選択 必修

省庁分類 21.自動車整備作業

授業形態 実習

作成者 松村　道隆

教科書 三級自動車整備士(総合)

系 自動車系

科 自動車系3校共通

年度 2026年度

学年 1年次

期 2

教科名 自動車整備作業

科目名 エンジン実習Ⅱ

単位 1

履修時間 34

回数 17

必修・選択 必修

省庁分類 21.自動車整備作業

授業形態 実習

作成者 松村　道隆

教科書 3級自動車整備士(総合)

系 自動車系

科 自動車系3校共通

年度 2026年度

学年 1年次

期 2

教科名 自動車整備作業

科目名 メカトロニクス実習

単位 1

履修時間 34

回数 17

必修・選択 必修

省庁分類 21.自動車整備作業

授業形態 実習

作成者 松村　道隆

教科書 オリジナルサブテキスト

評価方法

シラバス（概要）

自動車は点検によってその安全性を確保する必要があり、法律で定期的に点検することが義務付けられています。その点検
は専用の機器を使用し専門知識を持った者が行います。この科目では点検作業で使用する工具等を使用し、法律に則った点
検整備が出来るよう学習します。さらにブレーキの分解整備を学ぶことで、自動車の安全に最も大切なブレーキ性能を維持
するための整備を学びます。

科目の到達目標
①日常点検作業を通して車両の点検についての基本的な作業ができる
②点検を行なうときに用いる工具や機器類を正しく使用する事ができる
③点検により不具合が発見されたときの対処法が理解出来る
④ディスクブレーキ、ドラムブレーキの点検整備が出来る
⑤マスタシリンダ、ホイルシリンダ、ブレーキキャリパ等、油圧式ブレーキの分解整備ができる
⑥組み付け後のエア抜き作業ができる

【授業の特徴と教員紹介】担当教員は自動車の整備、開発（設計・実験）の何れかの職に従事した経験があり、その実務に基づいた授業を展開する｡ 

スキルチェック合格後、スキル点40点に筆記試験点数（60点満点）で合計60点以上を合格とする。

【授業の特徴と教員紹介】担当教員は自動車の整備、開発（設計・実験）の何れかの職に従事した経験があり、その実務に基づいた授業を展開する｡ 

シラバス（概要）

エンジン内部の構造や、動力発生のメカニズムは机上で理解するだけでなく、実際の装置や部品を確認することでさらに深
く理解する事が出来ます。この科目では直列4気筒ガソリンエンジンを分解し内部機構を確認すること、必要な計測と調整作
業を行うことでスムーズで安全なオーバーホール作業ができるよう学習します。

科目の到達目標
４気筒４サイクル・エンジンのオーバーホール作業を通して、
①分解組立作業時の注意事項がわかる
②分解作業に当たって適切な工具を選んで使用することができる
③基本的な分解組み立て手順がわかる
④シリンダ・ゲージを使用してボア測定ができる
⑤エンジンの基本的な構造・作動がわかる

評価方法

スキルチェック合格後、スキル点40点に筆記試験点数（60点満点）で合計60点以上を合格とする。

【授業の特徴と教員紹介】担当教員は自動車の整備、開発（設計・実験）の何れかの職に従事した経験があり、その実務に基づいた授業を展開する｡ 

シラバス（概要）

自動車はコンピュータで制御されている装置の集合体であり、エンジン、ミッション、ブレーキ、ステアリングなどはコン
ピュータで制御されています。そのため自動車整備士の学習でもコンピュータの基本的な原理から応用までを学ぶ必要があ
ります。
この科目では、教材としてレゴ・マインドストームを使用し、基礎的なコンピュータ・プログラムの考え方と各センサーの
信号についてを理解することから初めて、最終的には簡単なプログラミングまで出来る事を目標とします。

科目到達目標
①ECU、センサ、アクチュエータについて理解出来る
②プログラムの流れ（フロー）が理解出来る
③超音波センサが理解出来る
④カラーセンサが理解出来る
⑤衝突防止制動装置のプログラムが出来る

評価方法

スキルチェック合格後、スキル点40点に筆記試験点数（60点満点）で合計60点以上を合格とする。



281.世田谷1級自動車エンジニア科１年実習シラバス

系 自動車系

科 自動車系3校共通

年度 2026年度

学年 1年次

期 2

教科名 自動車整備作業

科目名 電気装置実習Ⅱ

単位 1

履修時間 34

回数 17

必修・選択 必修

省庁分類 21.自動車整備作業

授業形態 実習

作成者 松村　道隆

教科書
三級自動車整備士(総合)
二級自動車整備士(総合)

電装品構造

系 自動車系

科 201.世田谷自動車整備科

年度 2026年度

学年 1年次

期 2

教科名 自動車整備作業

科目名 二輪車実習I

単位 1

履修時間 34

回数 17

必修・選択 必修

省庁分類 21.自動車整備作業

授業形態 実習

作成者 松村　道隆

教科書
三級自動車整備士(総合)
二級自動車整備士(総合)

系 自動車系

科 自動車系3校共通

年度 2026年度

学年 1年次

期 3

教科名 21.自動車整備作業

科目名 電気装置実習Ⅲ

単位 2

履修時間 64

回数 32

必修・選択 必修

省庁分類 21.自動車整備作業

授業形態 実習

作成者 松村　道隆

教科書
電装品構造

二級・三級自動車整備士(総合)

電気系統の故障修理には、基本的な電気の知識に加え、トランジスタ、ダイオードなど電気・電子部品の知識、測定用具に
関する知識、そして回路図を元に配線を追っていく技術が必要です。この科目では半導体を基本とした電子部品を使用した
回路の作成と回路図で確認しながらの各部電圧測定方法と判断を学び、後半ではその電子回路の知識を応用した点火装置に
ついて学習します。点火装置はガソリンエンジンの燃料に火花で点火する装置であり、その構造作動について学習します。

科目の到達目標
①回路図に沿って、テスタを使用して「電圧」「電流」「抵抗」を計測できる
②半導体の知識とその半導体を使用した回路が構築できる
③点火装置の構造作動を理解し、イグナイタの回路が構築できる
④オシロスコープを使用して、各部の波形観測と不具合特定ができる

シラバス（概要）

自動車のエンジン(内燃機関)は、始動時に外部から力を加えて回転し始動します。そのためにスタータ・モータを設け始動
時に電気モータの力でエンジンを回転させ始動します。モータの電源にはバッテリが必要となり、バッテリを充電するため
の発電機が必要です。このように自動車には始動装置とバッテリを充電するための発電装置が必要です。この科目では、
モータと発電機の原理からそれぞれの構造作動を理解し分解点検方法とサーキットテスタによる点検を学習します。

科目到達目標
①自動車用スタータモータの分解点検要領がわかる
②自動車用スタータモータの内部の構造と不具合発生時の現象及び原因がわかる
③自動車用オルタネータの分解点検要領がわかる
④オルタネータの内部の構造と不具合発生時の現象及び原因がわかる

評価方法

スキルチェック合格後、スキル点40点に筆記試験点数（60点満点）で合計60点以上を合格とする。

【授業の特徴と教員紹介】担当教員は自動車の整備、開発（設計・実験）の何れかの職に従事した経験があり、その実務に基づいた授業を展開する｡ 

シラバス（概要）

二輪車は四輪自動車と共に発達してきたメカニズムと二輪車独自のメカニズムを併せ持つ独特な乗り物です。基本的な性能
は「走る」「止まる」「曲がる」といった３つであり、その部分は四輪自動車と変わりはありませんが、二輪車独自の構造
部分については点検方法や整備方法が異なり、別に学ぶ必要があります。この科目では、二輪車の構造や作動を学び、安全
な運行を保つための整備を学習します。法定点検をベースに前半部分で主にエンジンと電気装置に関する点検整備を学びま
す。

科目の到達目標
①二輪車と四輪車の構造的な違いを理解する
②エンジンの脱着ができる
③ステアリングのオーバーホールが出来る
④制動装置、電気装置の点検整備ができる
⑤法定点検が出来る

評価方法

スキルチェック合格後、スキル点40点に筆記試験点数（60点満点）で合計60点以上を合格とする。

【授業の特徴と教員紹介】担当教員は自動車の整備、開発（設計・実験）の何れかの職に従事した経験があり、その実務に基づいた授業を展開する｡ 

シラバス（概要）

評価方法

スキルチェック合格後、スキル点40点に筆記試験点数（60点満点）で合計60点以上を合格とする。

【授業の特徴と教員紹介】担当教員は自動車の整備、開発（設計・実験）の何れかの職に従事した経験があり、その実務に基づいた授業を展開する｡ 



281.世田谷1級自動車エンジニア科１年実習シラバス

系 自動車系

科 自動車系3校共通

年度 2026年度

学年 1年次

期 1

教科名 自動車整備作業

科目名 アーク溶接作業

単位

履修時間 24

回数 12

必修・選択 必修

省庁分類 08.自動車整備作業

授業形態 実習

作成者 丸子、三神（修正）

教科書 アーク溶接等作業の安全

系 自動車系

科 201.世田谷自動車整備科

年度 2026年度

学年 1年次

期 3

教科名 自動車整備作業

科目名 エンジン実習Ⅲ

単位 1

履修時間 34

回数 17

必修・選択 必修

省庁分類 21.自動車整備作業

授業形態 実習

作成者 松村　道隆

教科書 三級自動車整備士(総合)

系 自動車系

科 自動車系3校共通

年度 2026年度

学年 1年次

期 4

教科名 21.自動車整備作業

科目名 電気装置実習IV

単位 1

履修時間 34

回数 17

必修・選択 必修

省庁分類 21.自動車整備作業

授業形態 実習

作成者 松村　道隆

教科書
電装品構造

二級・三級自動車整備士(総合)

筆記試験　100点満点で60点以上を合格とする

シラバス（概要）

エンジンの構造や作動については、これまでに「エンジン実習Ⅰ・Ⅱ」で基本的な作動と構造を学習し、実際にエンジンを
分解することでエンジン本体の機構を確認しました。今回の実習ではエンジン本体以外のエンジンに付属した装置の構造・
機能を学習します。具体的には潤滑装置、冷却装置、吸排気装置の分解組立作業を通して各装置の内部構造や測定方法を学
習し、各項目の点検調整作業の習得を目的とします。

科目の到達目標
①シリンダ・ヘッド系統の分解組立作業を通じてバルブ機構の組み立て調整ができる
②潤滑装置の点検が出来、その結果が判定できる
③冷却装置の点検が出来、その結果が判定できる
④コンプレッション測定ができ、その結果の判定ができる

評価方法

実技試験　60点、筆記試験　40点　合計100点満点で60点以上を合格とする。

【授業の特徴と教員紹介】担当教員は自動車の整備、開発（設計・実験）の何れかの職に従事した経験があり、その実務に基づいた授業を展開する｡ 

シラバス（概要）

エンジンの構造や作動については、これまでに「エンジン実習Ⅰ・Ⅱ」で基本的な作動と構造を学習し、実際にエンジンを
分解することでエンジン本体の機構を確認しました。今回の実習ではエンジン本体以外のエンジンに付属した装置の構造・
機能を学習します。具体的には潤滑装置、冷却装置、吸排気装置の分解組立作業を通して各装置の内部構造や測定方法を学
習し、各項目の点検調整作業の習得を目的とします。

科目の到達目標
①シリンダ・ヘッド系統の分解組立作業を通じてバルブ機構の組み立て調整ができる
②潤滑装置の点検が出来、その結果が判定できる
③冷却装置の点検が出来、その結果が判定できる
④コンプレッション測定ができ、その結果の判定ができる

評価方法

【授業の特徴と教員紹介】担当教員は自動車の整備、開発（設計・実験）の何れかの職に従事した経験があり、その実務に基づいた授業を展開する｡ 

シラバス（概要）

電気系統の故障修理には、基本的な電気の知識に加え、トランジスタ、ダイオードなど電気・電子部品の知識、測定用具に
関する知識、そして回路図を元に配線を追っていく技術が必要です。この科目では半導体を基本とした電子部品を使用した
回路の作成と回路図で確認しながらの各部電圧測定方法と判断を学び、後半ではその電子回路の知識を応用した点火装置に
ついて学習します。点火装置はガソリンエンジンの燃料に火花で点火する装置であり、その構造作動について学習します。

科目の到達目標
①回路図に沿って、テスタを使用して「電圧」「電流」「抵抗」を計測できる
②半導体の知識とその半導体を使用した回路が構築できる
③点火装置の構造作動を理解し、イグナイタの回路が構築できる
④オシロスコープを使用して、各部の波形観測と不具合特定ができる

評価方法

スキルチェック合格後、スキル点40点に筆記試験点数（60点満点）で合計60点以上を合格とする。

【授業の特徴と教員紹介】担当教員は自動車の整備、開発（設計・実験）の何れかの職に従事した経験があり、その実務に基づいた授業を展開する｡ 



281.世田谷1級自動車エンジニア科１年実習シラバス

系 自動車系

科 201.世田谷自動車整備科

年度 2026年度

学年 1年次

期 4

教科名 自動車整備作業

科目名 二輪車実習Ⅱ

単位 1

履修時間 34

回数 17

必修・選択 必修

省庁分類 21.自動車整備作業

授業形態 実習

作成者 松村　道隆

教科書
三級自動車整備士(総合)
二級自動車整備士(総合)

系 自動車系

科 自動車系3校共通

年度 2026年度

学年 1年次

期 4

教科名 21.自動車整備作業

科目名 エンジン実習Ⅳ

単位 2

履修時間 64

回数 32

必修・選択 必修

省庁分類 21.自動車整備作業

授業形態 実習

作成者 松村　道隆

教科書 二級・三級自動車整備士(総合)

系 自動車系

科 101.中野自動車整備科

年度 2026年度

学年 1年次

期 4

教科名 自動車整備作業

科目名 グラインダ取扱い作業

単位

履修時間 16

回数 8

必修・選択 必修

省庁分類 08.自動車整備作業

授業形態 実習

作成者 羽鳥　芳浩

教科書

【授業の特徴と教員紹介】担当教員は自動車の整備、開発（設計・実験）の何れかの職に従事した経験があり、その実務に基づいた授業を展開する｡ 

シラバス（概要）

二輪車は四輪自動車と共に発達してきたメカニズムと二輪車独自のメカニズムを併せ持つ独特な乗り物です。基本的な性能
は「走る」「止まる」「曲がる」といった３つであり、その部分は四輪自動車と変わりはありませんが、二輪車独自の構造
部分については点検方法や整備方法が異なり、別に学ぶ必要があります。この科目では、二輪車の構造や作動を学び、安全
な運行を保つための整備を学習します。法定点検をベースに前半部分で主にエンジンと電気装置に関する点検整備を学びま
す。

科目の到達目標
①二輪車と四輪車の構造的な違いを理解する
②エンジンの脱着ができる
③ステアリングのオーバーホールが出来る
④制動装置、電気装置の点検整備ができる
⑤法定点検が出来る

評価方法

スキルチェック合格後、スキル点40点に筆記試験点数（60点満点）で合計60点以上を合格とする。

【授業の特徴と教員紹介】担当教員は自動車の整備、開発（設計・実験）の何れかの職に従事した経験があり、その実務に基づいた授業を展開する｡ 

シラバス（概要）

エンジンがスムーズに回転するためには、燃料と空気を適切に混合することが重要です。しかし自動車のエンジンは使用す
る条件が一定ではなく、暑い日、寒い日、晴天、雨天など様々な外的条件変化があります。また、使用条件も始動時、発進
時、加速時、高速走行時など異なるため、その都度混合比を補正する必要があります。この科目ではガソリンと空気を諸条
件に見合った混合比にするメカニズムについて学習すると共にそれらを制御する装置の点検及び調整方法を学びます。さら
に外部診断機について、接続及び診断方法について学習します。

科目できる目標
①キャブレータの基本的構成が理解出来る。
②電子制御式燃料噴射装置の概要が理解出来る。
③各種センサー類の名称及び働きが理解出来る。
④基本的な点検及び調整ができる。
⑤故障診断機を使用したＤＴＣ読み取りができる。

評価方法

スキルチェック合格後、スキル点40点に筆記試験点数（60点満点）で合計60点以上を合格とする。

【授業の特徴と教員紹介】担当教員は自動車の整備、開発（設計・実験）の何れかの職に従事した経験があり、その実務に基づいた授業を展開する｡ 

シラバス（概要）

砥石加工技術は日々進化し、ますます高速化、高精度化及び自動化かが進んでおり、特に砥石周速度は、従来と比べ目を見
張るほど高速化しています。したがって、研削砥石を扱う作業者は、この研削砥石の危険性を十分に認識し、安全に取り扱
うことができる知識としていることが必要です。

科目の到達目標
①安全作業を理解し刃の取り付けおよび取り外しができる
②研削砥石と保護具に関する基礎知識がわかる
③研削砥石の試運転の方法と関係法令がわかる
④安全な研削ができる

評価方法

履修判定試験１００点満点中６０点以上を合格とする。

【授業の特徴と教員紹介】担当教員は自動車の整備、開発（設計・実験）の何れかの職に従事した経験があり、その実務に基づいた授業を展開する｡ 



281.世田谷1級自動車エンジニア科１年実習シラバス

系 自動車系

科 自動車系3校共通

年度 2026年度

学年 1年次

期 3

教科名 自動車整備作業

科目名 シャシ実習Ⅱ

単位 2

履修時間 64

回数 32

必修・選択 必修

省庁分類 21.自動車整備作業

授業形態 実習

作成者 松村　道隆

教科書 三級自動車整備士(総合)

系 自動車系

科 201.世田谷自動車整備科

年度 2026年度

学年 1年次

期 4

教科名 自動車整備作業

科目名 電気自動車＆AC整備

単位 1

履修時間 34

回数 17

必修・選択 必修

省庁分類 21.自動車整備作業

授業形態 実習

作成者 松村　道隆

教科書
電動車両整備の安全知識
二級自動車整備士(総合)

自動車が走行するためにはエンジンの回転をタイヤに伝達することが必要となります。また、エンジンで発生するトルクは
ほぼ一定であるため走行条件に見合ったようにトルクや回転数を変換しなければなりません。この役割をしているのがトラ
ンスミッションです。また、必要なときに動力を断続するクラッチも必要になります。デファレンシャルは旋回時に左右輪
の回転差を作ることでスムーズな転回ができる装置。その差動を制限するLSD。車両の状態にあわせトランスミッションから
の動力をタイヤまで確実に伝える装置のアクスルやプロペラ・シャフト。駆動力を全輪に伝える４WDシステムについて学習
します。
科目の到達目標
①クラッチの構造と作動がわかる
②トランスミッションの構造と作動がわかる
③デファレンシャルの構造と作動がわかる
④トランスミッションとデファレンシャルの分解組立調整が出来る
⑤LSD（リミテッド・スリップ・ディファレンシャル）の構造及び作動がわかる
⑥四輪駆動の種類とその特性がわかる

シラバス（概要）

スキルチェック合格後、スキル点40点に筆記試験点数（60点満点）で合計60点以上を合格とする。

【授業の特徴と教員紹介】担当教員は自動車の整備、開発（設計・実験）の何れかの職に従事した経験があり、その実務に基づいた授業を展開する｡ 

評価方法

スキルチェック合格後、スキル点40点に筆記試験点数（60点満点）で合計60点以上を合格とする。

【授業の特徴と教員紹介】担当教員は自動車の整備、開発（設計・実験）の何れかの職に従事した経験があり、その実務に基づいた授業を展開する｡ 

シラバス（概要）

1998年にハイブリッド車の販売が始まって以来、市場における電気自動車･ハイブリッド自動車の占める割合は年々増加し、
それに伴い整備の需要も増加している。そこには従来の整備士制度にはない「電気設備」の取扱が整備士の業務に含まれる
ようになった。この科目ではハイブリッド車の整備をベースとして学びながら高電圧電気装置の整備作業の修得と事故防
止、事故発生時の対応について学習する。
授業後半では多頻度作業であるエアコン(以後AC）の整備について学習します。環境に配慮して使用する冷媒の種類、正しい
作業方法等、整備士業界で不可欠な内容を理解し、実戦できるよう練習する。

科目の到達目標
①低圧電気取扱業務に必要な知識がわかる
②ハイブリッドの分類とシステムの特徴、構成の知識がわかる
③高電圧回路の遮断および整備モードへの移行手順の実施ができる
④エアコン冷媒の点検、補充、交換ができる
⑤エアコンの各装置の構造作動が理解出来る

評価方法



281.世田谷1級自動車エンジニア科2年講義シラバス

系 自動車系

科 自動車系3校共通

年度 2026年度

学年 2年次

期 1

教科名 自動車工学

科目名 環境(安全含む)と新技術

単位 2

履修時間 34

回数 17

必修・選択 必修

省庁分類 11.自動車工学

授業形態 講義

作成者 松村　・　佐藤 

教科書
二級自動車整備士(総合)

自動車と環境問題

系 自動車系

科 自動車系3校共通

年度 2026年度

学年 2年次

期 1

教科名 自動車工学

科目名 電気・電子装置

単位 2

履修時間 34

回数 17

必修・選択 必修

省庁分類 11.自動車工学

授業形態 講義

作成者 松村　道隆

教科書
二級自動車整備士(総合)

電装品構造

系 自動車系

科 自動車系3校共通

年度 2026年度

学年 2年次

期 1

教科名 自動車工学

科目名 自動車工学IV

単位 2

履修時間 34

回数 17

必修・選択 必修

省庁分類 01.自動車工学

授業形態 講義

作成者 松村　道隆

教科書
基礎自動車工学
三級自動車シャシ

二級ガソリン自動車エンジン編

　自動車には様々な電子制御装置が使用されています。例えば少ない燃料で必要な出力が得られる超希薄燃焼、排出ガスは
環境に配慮したクリーンなガスである事、その他ブレーキやステアリング、サスペンションにまで電子制御が用いられてい
ます。これらはすべてコンピュータとセンサ、アクチュエータから構成されており、様々なセンサからの情報をコンピュー
タが判断してアクチュエータに命令を出すことを繰り返しています。この科目ではこれらのシーケンスとそれぞれのセン
サ、アクチュエータの構造作動を学び、それぞれの制御について学習します。更に後半では電子制御の基となるデジタル回
路についてと自動車の通信ネットワークについて学びます。

科目の到達目標
①各種センサ、アクチュエータの構造・作動がわかる
②電子制御のしくみが理解出来る
③デジタル回路について、理解出来る
④自動車の通信ネットワークについて理解出来る

シラバス（概要）

この科目では、自動車や自動車整備を取り巻く社会的な問題や課題そしてその対応について二級整備士として知っておくべ
き概要について学びます。まず一つ目には「地球的規模の環境問題」が挙げられます。自動車から排出される排気ガスが原
因の一つとされている地球温暖化やオゾン層の破壊などについて、地球的規模の課題となっていることについてその概要を
学びます。二つ目には、自動車に関わる都市公害について、排出ガス・騒音問題を取り上げます。さらに廃棄物処理につい
ては、リサイクル法の概要について学びます。さらに三つ目としては、整備工場の環境に関わる課題や作業中に発生する災
害のあらましと、その防止策の概要について事例を基に学びます。そして最後に自動車の走行により発生する交通事故を減
少するため、ユーザーの安全に関わる新技術を駆使した先進技術の事例ついて学んでおきましょう。いずれも社会に出てか
ら自動車整備士としての仕事上知っておくべき大事な内容となりますので、しっかりと取り組みましょう。
科目の到達目標
①地球的規模の環境問題に対する自動車との関わりについて、そのの概要がわかる
②自動車に関わる都市公害について排出ガス・騒音の観点からその課題がわかる
③自動車・部品に関わるリサイクル法の概要がわかる
④環境保全に関わる自動車の新技術についてその概要が分かる。
⑤自動車整備工場の環境に関わる課題や災害のあらまし、その防止策の概要がわかる
⑥自動車走行時の安全性を高めるための考え方と自動車に取り入れられている技術についてその概要がわか
る。

評価方法

筆記試験　100点満点で60点以上を合格とする

シラバス（概要）

評価方法

筆記試験　100点満点で60点以上を合格とする

シラバス（概要）

二級整備士の試験にはこれまで学んできた自動車の構造・作動及び整備に関する問題だけでなく、材料や機械要素といった
工学的な内容の問題も出題されます。これらの内容は、これまでいろいろな科目において学んできました。この科目では次
の各項目について整備士の問題として出題されたときその問題に解答できる力を付けることを目的とします。また、後半部
分では自動車に関わる計算問題を学びます。出力、車速、勾配抵抗、軸重、電気などですが、計算は一度解法を学ぶと数値
の違う問題でも比較的簡単に解く事が出来るようになります。

科目の到達目標
①製図及び機械要素に関する問題が解ける
②材料に関する問題が解ける
③燃料と潤滑剤に関する問題が解ける
④自動車の諸元及び性能に関する問題が解ける
⑤自動車二関わる計算問題が解ける

評価方法

筆記試験　100点満点で60点以上合格



281.世田谷1級自動車エンジニア科2年講義シラバス

系 自動車系

科 自動車系3校共通

年度 2026年度

学年 2年次

期 2

教科名 自動車整備関連

科目名 シャシⅣ

単位 2

履修時間 34

回数 17

必修・選択 必修

省庁分類 12.自動車整備関連

授業形態 講義

作成者 松村　道隆

教科書 二級自動車整備士(総合)

系 自動車系

科 自動車系3校共通

年度 2026年度

学年 2年次

期 2

教科名 13.自動車の整備に関する法規

科目名 法令Ⅰ

単位 2

履修時間 34

回数 17

必修・選択 必修

省庁分類 13.自動車の整備に関する法規

授業形態 講義

作成者 松村　道隆

教科書 法令教材(日整連)

系 自動車系

科 自動車系3校共通

年度 2026年度

学年 2年次

期 2

教科名 12.自動車整備関連

科目名 二輪自動車構造

単位 2

履修時間 34

回数 17

必修・選択 必修

省庁分類 12．自動車整備関連

授業形態 講義

作成者 松村　道隆

教科書
三級自動車整備士(総合)
二級自動車整備士(総合)

自動車の基本法である道路運送車両法、同施行規則、自動車点検基準、自動車登録令、優良自動車整備事業者認定規則，指
定自動車整備事業規則等の関係法令について主要な要点についてその法体系を理解し、車両法その他の法令の意義と目的を
学びます。　また、自動車はその構造が国土交通省令で定める保安基準上又は公害防止上の技術基準に適合するものでなけ
れば、運行の用に供してはならないとされています。これらを管理する法規について良く理解し、将来、職場において整備
主任者、さらに自動車検査員になれるための基礎知識や整備工場設立の知識を身につけます。

科目の到達目標
  ①道路運送車両法第１章～6章がわかる
  ②道路運送車両の保安基準　第1条～第53条がわかる
  ③法令の学習を通して、整備主任者や検査員となる基礎を身に着ける

シラバス（概要）

現在、新車販売の90％以上にオートマチック・トランスミッション（ＡＴ）が採用されています。ＡＴはトルク・コンバー
タとプラネタリ・ギヤを用い、走行状態により自動的に変速するものです。この科目では、油圧式のオートマチックトラン
スミッションの構造と作動を中心として学習し、さらにベルトとプーリで変速するCVTについて構造作動の概要を学習しま
す。
さらに、後半ではブレーキの安全装置について学習します。運転中の危険な状態を回避するものとしてＡＢＳ（アンチロッ
ク・ブレーキ・システム：Antilock Brake System）、車両発進時にスムーズな加速をするのに役立つトラクション・コント
ロール（TCＳ:Traction Control System）などの安全装置及び補助ブレーキについて、その必要性と構造作動を学習しま
す。

科目の到達目標
①トルク・コンバータの構造と作動がわかる
②プラネタリ・ギヤを用いたトランスミッションの構造と作動がわかる
③各レンジにおけるそれぞれの作動について理解する。
④ＡＢＳの構造作動が理解出来る
⑤ＴＣSの構造作動が理解できる
⑥エディ・カレント・リターダの構造作動がわかる

評価方法

筆記試験　100点満点中60点以上を合格とする

シラバス（概要）

評価方法

筆記試験　100点満点中60点以上で合格とする。

シラバス（概要）

自動車の構成部品はエンジン、シャシ、ボデーなど1年次に学んできましたが、二輪の構造については学習が不足していま
す。そこでこの科目では三級整備士から二級整備士までの内容で二輪に関わる部分のみをピックアップして学習します。令
和8年度より整備士国家試験にはこの二輪の内容も範囲となるため大変重要な科目内容となります。四輪自動車と二輪自動車
を比較して学ぶ事でこれまでの復習もできます。さらに国家試験に向けて、二輪二級整備士の過去出題問題を解く事で3月の
整備士試験に向けた学習をします。

科目の到達目標
  ①三級自動車整備士の二輪部分が理解出来る。
  ②二級自動車整備士の二輪部分が理解出来る。
  ③二輪二級整備士国家試験の演習問題が解ける。

評価方法

筆記試験　100点満点中60点以上合格



281.世田谷1級自動車エンジニア科2年講義シラバス

系 自動車系

科 自動車系3校共通

年度 2026年度

学年 2年次

期 3

教科名 自動車工学

科目名 自動車工学Ｖ

単位 2

履修時間 34

回数 17

必修・選択 必修

省庁分類 01.自動車工学

授業形態 講義

作成者 松村　道隆

教科書
基礎自動車工学
三級自動車シャシ

二級ガソリン自動車エンジン編

系 自動車系

科 101.中野自動車整備科

年度 2026年度

学年 2年次

期 3

教科名 自動車工学

科目名 ガソリン自動車構造

単位 2

履修時間 34

回数 17

必修・選択 必修

省庁分類 01.自動車工学

授業形態 講義

作成者 松村　道隆

教科書 日本自動車整備振興会関連教科書

系 自動車系

科 101.中野自動車整備科

年度 2026年度

学年 2年次

期 4

教科名 自動車工学

科目名 ディーゼル自動車構造

単位 2

履修時間 34

回数 17

必修・選択 必修

省庁分類 01.自動車工学

授業形態 講義

作成者 松村　道隆

教科書 日本自動車整備振興会関連教科書

２級国家試験対策として､２年間学んだ自動車の知識をもとにして２級ガソリン種目の試験に合格できる力を身につけるた
め､演習問題を中心としたまとめを行う。●過去､実際に出題された問題について、問われていることを正確に読み取ること
ができる。●間違えやすい問題に注意し､正しい答えを導くことができる。

科目の到達目標
①エンジン本体関係、潤滑・冷却・燃料装置、電子制御装置の正誤問題が解ける
②燃焼排ガス問題が解ける
③動力伝達装置の問題が解ける
④ブレーキ装置、タイヤ・ホイールアライメント問題が解ける
⑤ステアリング装置、サスペンションの問題が解ける

シラバス（概要）

二級整備士の試験にはこれまで学んできた自動車の構造・作動及び整備に関する問題だけでなく、材料や機械要素といった
工学的な内容の問題も出題されます。これらの内容は、これまでいろいろな科目において学んできました。この科目では次
の各項目について整備士の問題として出題されたときその問題に解答できる力を付けることを目的とします。また、後半部
分では自動車に関わる計算問題を学びます。出力、車速、勾配抵抗、軸重、電気などですが、計算は一度解法を学ぶと数値
の違う問題でも比較的簡単に解く事が出来るようになります。

科目の到達目標
①製図及び機械要素に関する問題が解ける
②材料に関する問題が解ける
③燃料と潤滑剤に関する問題が解ける
④自動車の諸元及び性能に関する問題が解ける
⑤自動車二関わる計算問題が解ける

評価方法

筆記試験　100点満点で60点以上合格

シラバス（概要）

評価方法

履修判定筆記試験１００点満点中、６０点以上を合格とする。

シラバス（概要）

２級国家試験対策として､２年間学んだ自動車の知識をもとにして２級ジーゼル種目の試験に合格できる力を身につけるため､演習問題
を中心としたまとめを行う。●過去､実際に出題された問題について、問われていることを正確に読み取ることができる。●間違えやす
い問題に注意し､正しい答えを導くことができる。

科目の到達目標
①エンジン本体関係・問題潤滑装置・冷却装置の正誤問題が解ける
②バルブ・タイミングの問題が解ける
③燃料装置、列型・分配型・電子制御型インジェクション・ポンプ、ノズルの問題が理解できる
④吸排気装置・故障探求の問題が理解できる
⑤動力伝達装置の問題が理解できる
⑥サスペンション、ステアリング、ホイール・タイヤの問題が理解できる
⑦ブレーキ装置の問題が理解できる

評価方法

履修判定筆記試験１００点満点中、６０点以上を合格とする。



281.世田谷1級自動車エンジニア科2年講義シラバス

系 自動車系

科 自動車系3校共通

年度 2026年度

学年 2年次

期 4

教科名 13.自動車の整備に関する法規

科目名 法令Ⅱ

単位 2

履修時間 34

回数 17

必修・選択 必修

省庁分類 13.自動車の整備に関する法規

授業形態 講義

作成者 松村　道隆

教科書 法令教材(日整連)

シラバス（概要）

自動車の基本法である道路運送車両法、同施行規則、自動車点検基準、自動車登録令、優良自動車整備事業者認定規則，指
定自動車整備事業規則等の関係法令について主要な要点についてその法体系を理解し、車両法その他の法令の意義と目的を
学びます。　また、自動車はその構造が国土交通省令で定める保安基準上又は公害防止上の技術基準に適合するものでなけ
れば、運行の用に供してはならないとされています。これらを管理する法規について良く理解し、将来、職場において整備
主任者、さらに自動車検査員になれるための基礎知識や整備工場設立の知識を身につけます。

科目の到達目標
  ①道路運送車両法第１章～6章がわかる
  ②道路運送車両の保安基準　第1条～第53条がわかる
  ③法令の学習を通して、整備主任者や検査員となる基礎を身に着ける

評価方法

筆記試験　100点満点中60点以上で合格とする。



281.世田谷1級自動車エンジニア科2年実習シラバス

系 自動車系

科 201.世田谷自動車整備科

年度 2026

学年 2年次

期 1

教科名 自動車整備作業

科目名 重整備実習

単位 1

履修時間 34

回数 17

必修・選択 必修

省庁分類 21.自動車整備作業

授業形態 実習

作成者 松村　道隆

教科書
各社マニュアル

オリジナルテキスト

系 自動車系

科 自動車系3校共通

年度 2026年度

学年 2年次

期 1

教科名 自動車整備作業

科目名 シャシ実習Ⅲ

単位 1

履修時間 34

回数 17

必修・選択 必修

省庁分類 21.自動車整備作業

授業形態 実習

作成者 松村　道隆

教科書 三級自動車シャシ

系 自動車系

科 自動車系3校共通

年度 2026年度

学年 2年次

期 1

教科名 自動車整備作業

科目名 故障診断Ⅰ

単位 1

履修時間 34

回数 17

必修・選択 必修

省庁分類 21.自動車整備作業

授業形態 実習

作成者 松村　道隆

教科書
二級自動車整備士(総合)
三級自動車整備士(総合)

電装品構造

シラバス（概要）

シラバス（概要）

一般的に時間や手間がかかる大がかりで複雑な整備作業のことを「重整備」と呼びます。重整備作業はたくさんの部品、工
具、機器などを扱うため、作業前の段取り、作業中の安全維持、部品の管理、仕上がり具合の確認が重要です。
この科目ではエンジンを車両より取り外し、各部点検後にまた搭載する作業を行います。作業に必要な手順と安全確認を体
得し、スムーズに脱着作業が行えるよう、練習をしてください。

科目できる目標
①車両からエンジンを取り外す作業の流れを理解する
②車両からエンジンを降ろすことができる
③車両にエンジンを載せることができる
④安全作業ができる

評価方法

スキルチェック合格後、スキル点40点に筆記試験点数（60点満点）で合計60点以上を合格とする。

【授業の特徴と教員紹介】担当教員は自動車の整備、開発（設計・実験）の何れかの職に従事した経験があり、その実務に基づいた授業を展開する｡ 

マニュアル・トランスミッションを脱着しクラッチのオーバーホール作業を行い、クラッチの点検と整備を学びます。ま
た、重整備における安全作業と、作業の正確さを体得します。さらに実習車両にて作業を行うことにより、実際の装置(部
品)と教科書内容とをリンクをさせる事が出来るようになるため、故障診断にも役立ちます｡

科目の到達目標
①トランスミッションの脱着ができる
②クラッチのオーバーホールができる
③動力伝達装置の故障診断ができる
④重整備における安全作業が実施できる

上記の到達目標は、スキルチェックとして実習授業内で確認し評価する。

評価方法

スキルチェック：40点満点、筆記試験：60点満点、合計100点満点中60点以上を合格とする。

【授業の特徴と教員紹介】担当教員は自動車の整備、開発（設計・実験）の何れかの職に従事した経験があり、その実務に基づいた授業を展開する｡ 

シラバス（概要）

自動車整備士のスキルとして欠かせないのが故障診断技術です。不具合現象から原因を推定し必要個所を点検して原因を特
定し修理を実施する。更に再発防止策を施す。これら一連の作業の中で特に難しいのが原因の特定＝故障診断です。1年次に
学習した各装置類の点検を基にして一つ一つ原因を特定しながら最終的にすべての不具合を解消しましょう。この科目では
車両を使用して主にシャシ系、電装系の故障診断作業方法を習得することを目的とします。

科目到達目標
①故障診断(故障原因探求)の流れを理解する
②始動装置、充電装置の車上点検ができる
③ブレーキマスターバックの簡易点検ができる
③タイヤの振動に関する点検整備ができる
④車両電装品の点検整備ができる

評価方法

スキルチェック合格後、スキル点40点に筆記試験点数（60点満点）で合計60点以上を合格とする。

【授業の特徴と教員紹介】担当教員は自動車の整備、開発（設計・実験）の何れかの職に従事した経験があり、その実務に基づいた授業を展開する｡ 



281.世田谷1級自動車エンジニア科2年実習シラバス

系 自動車系

科 自動車系3校共通

年度 2026年度

学年 2年次

期 2

教科名 自動車整備作業

科目名 シャシ実習Ⅳ

単位 2

履修時間 64

回数 32

必修・選択 必修

省庁分類 21.自動車整備作業

授業形態 実習

作成者 小林　完

教科書 三級・二級自動車（総合）

系 自動車系

科 自動車系3校共通

年度 2026年度

学年 2年次

期 2

教科名 自動車整備作業

科目名 シャシ実習Ⅴ

単位 2

履修時間 64

回数 32

必修・選択 必修

省庁分類 自動車整備作業

授業形態 実習

作成者 松村　道隆

教科書
三級自動車整備士(総合)
二級自動車整備士(総合)

タイヤ空気充てん作業安全必携

系 自動車系

科 自動車系3校共通

年度 2026年度

学年 2年次

期 3

教科名 自動車整備作業

科目名 故障診断Ⅱ

単位 2

履修時間 64

回数 32

必修・選択 必修

省庁分類 21.自動車整備作業

授業形態 実習

作成者 松村　道隆

教科書
二級自動車整備士(総合)
三級自動車整備士(総合)

電装品構造

評価方法

シラバス（概要）

ハンドルの操作性と操作力の関係は、現在、油圧やモータによりパワー・アシストによるものとなっています。このパ
ワー・アシスト付ステアリング（パワーステアリング）の構造と作動について、ギヤボックスを分解しながら学習していき
ます。
更に、ホイール・アライメント調整、測定をサスペンションの分解作業の流れで実施し、効率の良い整備作業を、調整、測
定作業を習得します。

科目の到達目標
①油圧式・電動式パワー・ステアリングの構造・差動を理解する
②パワー・ステアリングの点検・整備ができる
③ホイール・アライメントの各要素を理解し、測定ができる

④ホイール・アライメントの良否の判定ができる

上記の到達目標は、スキルチェックとして実習授業内で確認し評価する。

【授業の特徴と教員紹介】担当教員は自動車の整備、開発（設計・実験）の何れかの職に従事した経験があり、その実務に基づいた授業を展開する｡ 

スキルチェック：40点満点、筆記試験：60点満点、合計100点満点中60点以上を合格とする。

【授業の特徴と教員紹介】担当教員は自動車の整備、開発（設計・実験）の何れかの職に従事した経験があり、その実務に基づいた授業を展開する｡ 

シラバス（概要）

大型車両のブレーキやサスペンションは圧縮エアを利用したものが多く使用されています。これは操作場所と作動場所が離
れているため油圧（液圧）よりも圧縮空気の方が効率よく作動させることができるためです。
この科目では圧縮空気を使用したエア・ブレーキとエア・サスペンションについてそれぞれの構造作動及を学び、実際の装
置を配管し作動確認することでそれぞれの構成部品について学びます。
後半ではタイヤ交換と空気の充填、バランス調整作業を実習主体で学習し、圧縮エアの誤使用による事故・災害防止のため
の学習をします。

科目できる目標
①複合式エア・ブレーキの構造作動が理解出来る。
②フル・エア式ブレーキの構造作動が理解出来る。
③エア･スプリング型サスペンションの構造作動が理解出来る。
④エア･ブレーキのシミュレータでの配管ができる。
⑤タイヤの交換と空気の充填が安全に実施できる。

評価方法

スキルチェック合格後、スキル点40点に筆記試験点数（60点満点）で合計60点以上を合格とする。

【授業の特徴と教員紹介】担当教員は自動車の整備、開発（設計・実験）の何れかの職に従事した経験があり、その実務に基づいた授業を展開する｡ 

シラバス（概要）

自動車整備士のスキルとして欠かせないのが故障診断技術です。不具合現象から原因を推定し必要個所を点検して原因を特
定し修理を実施する。更に再発防止策を施す。これら一連の作業の中で特に難しいのが原因の特定＝故障診断です。1年次に
学習した各装置類の点検を基にして一つ一つ原因を特定しながら最終的にすべての不具合を解消しましょう。この科目では
車両を使用して主にシャシ系、電装系の故障診断作業方法を習得することを目的とします。

科目到達目標
①故障診断(故障原因探求)の流れを理解する
②始動装置、充電装置の車上点検ができる
③ブレーキマスターバックの簡易点検ができる
③タイヤの振動に関する点検整備ができる
④車両電装品の点検整備ができる

評価方法

スキルチェック合格後、スキル点40点に筆記試験点数（60点満点）で合計60点以上を合格とする。



281.世田谷1級自動車エンジニア科2年実習シラバス

系 自動車系

科 101.中野自動車整備科

年度 2026年度

学年 2年次

期 3

教科名 自動車検査作業

科目名 自動車検査実習

単位 2

履修時間 64

回数 32

必修・選択 必修

省庁分類 09.自動車検査作業

授業形態 実習

作成者 森田　武

教科書 日本自動車整備振興会関連教科書

系 自動車系

科 101.中野自動車整備科

年度 2026年度

学年 2年次

期 2

教科名 自動車整備作業

科目名 プロジェクトセミナー

単位 4

履修時間 124

回数 64

必修・選択 必修

省庁分類 08.自動車整備作業

授業形態 実習

作成者 澁谷　健

教科書

自動車業界でリーダシップを発揮できる技術者を育成するため、自ら考えて答えを導き出す力を養うことを目的とします。
講義型授業とは異なり、PDCAを実践しながらテーマごとの目標に向かって結論を導き出す過程を学習します。

科目の到達目標
　セミナでは各テーマ毎に
①工学的な思考力（理論的に考える力）を養う
②問題解決能力を養う。
③PDCAサイクルを実践できる

評価方法

本科目は出席点（レポート提出）とレポート点を持って評価する。出席点は１００％出席で５０点とし、期毎の全コマ数で換算する。レポート点は5段階評
価で満点は50点、以下10点刻みの配点とする。合計で１００点満点とし、６０点以上を合格とする。

【授業の特徴と教員紹介】担当教員は自動車の整備、開発（設計・実験）の何れかの職に従事した経験があり、その実務に基づいた授業を展開する｡ 

シラバス（概要）

自動車が安全に走れるために安全に車両を走らせるためには自動車検査と点検整備が必要です。これらは、1年次よ学んでき
た実習内容の集大成でもあります。走る・曲がる・止まる・灯火・他に関わる装置の良否判定、整備作業ができる人が整備
士であり、その検査をできるひとが検査員です。

科目の到達目標
①道路運送車両法の概要がわかる
②法で定められた点検整備の種類が理解でき、且つ法定２４ヶ月点検（車検）の各項目について点検検査ができる
③定期交換部品や消耗品については交換時期を把握した交換作業ができる

評価方法

履修判定筆記試験にて１００点満点中６０点以上を合格とする

【授業の特徴と教員紹介】担当教員は自動車の整備、開発（設計・実験）の何れかの職に従事した経験があり、その実務に基づいた授業を展開する｡ 

シラバス（概要）



281.世田谷1級自動車エンジニア科3年講義シラバス

系 自動車系

科 281.世田谷1級自動車エンジニア科

年度 2026年度

学年 3年次

期 1

教科名 一般教養

科目名 ビジネス実務講座Ⅰ

単位 1

履修時間 16

回数 8

必修・選択 必修

省庁分類 02.自動車整備

授業形態 講義

作成者 山口　泰之

教科書 就職活動ガイドブック

系 自動車系

科 281.世田谷1級自動車エンジニア科

年度 2026年度

学年 3年次

期 2

教科名 一般教養

科目名 ビジネス実務講座Ⅱ

単位 1

履修時間 16

回数 8

必修・選択 必修

省庁分類 02.自動車整備

授業形態 講義

作成者 山口　泰之

教科書 就職活動ガイドブック、ＳＰＩ高得点のコツ

系 自動車系

科 281.世田谷1級自動車エンジニア科

年度 2026年度

学年 3年次

期 3

教科名 一般教養

科目名 ビジネス実務講座Ⅲ

単位 1

履修時間 16

回数 8

必修・選択 必修

省庁分類 02.自動車整備

授業形態 講義

作成者 山口　泰之

教科書 就職活動ガイドブック、ＳＰＩ高得点のコツ

シラバス（概要）

1級整備士を目指す学生にとっては、専門の技術や知識を身につけることはもちろんであるが、社会人として備えるべきマ
ナーを学生時代に習得することを求められている。

科目の到達目標
①挨拶や言葉遣いは社会人レベルの実力をつける。
②就職活動において必要とされる履歴書や作文の作成を通じてビジネスマンとして必要な実務的な実力を身につける。
③就職適正試験レベルの問題を解答できる力を身につけ、常識力を高めることができる。
④業界の技術動向を知り、問題や課題を発見できる力を身につける。

評価方法

出席状況とレポート点、筆記試験の成績をを持って評価する。出席率　100％　50点、以降　１欠席ごとに5点減点、0出席は
0点、レポートは30点満点。筆記試験は20点満点。

シラバス（概要）

1級整備士を目指す学生にとっては、専門の技術や知識を身につけることはもちろんであるが、社会人として備えるべきマ
ナーを学生時代に習得することを求められている。

科目の到達目標
①挨拶や言葉遣いは社会人レベルの実力をつける。
②就職活動において必要とされる履歴書や作文の作成を通じてビジネスマンとして必要な実務的な実力を身につける。
③就職適正試験レベルの問題を解答できる力を身につけ、常識力を高めることができる。
④業界の技術動向を知り、問題や課題を発見できる力を身につける。

評価方法

出席状況と、筆記試験の成績をを持って評価する。出席率　100％　１０0点、筆記試験は70点満点。合計170点を100点法に
換算して履修成績とする。

シラバス（概要）

1級整備士を目指す学生にとっては、専門の技術や知識を身につけることはもちろんであるが、社会人として備えるべきマ
ナーを学生時代に習得することを求められている。

科目の到達目標
①挨拶や言葉遣いは社会人レベルの実力をつける。
②就職活動において必要とされる履歴書や作文の作成を通じてビジネスマンとして必要な実務的な実力を身につける。
③就職適正試験レベルの問題を解答できる力を身につけ、常識力を高めることができる。
④業界の技術動向を知り、問題や課題を発見できる力を身につける。

評価方法

出席点＋レポート点＝100点満点　合計60点以上が合格　出席点は50点を上限とする。



281.世田谷1級自動車エンジニア科3年講義シラバス

系 自動車系

科 281.世田谷1級自動車エンジニア科

年度 2026年度

学年 3年次

期 4

教科名 一般教養

科目名 ビジネス講座Ⅳ

単位 1

履修時間 16

回数 8

必修・選択 必修

省庁分類 02.自動車整備

授業形態 講義

作成者 山口　泰之

教科書 就職活動ガイドブック、ＳＰＩ高得点のコツ

系 自動車系

科 281.世田谷1級自動車エンジニア科

年度 2026年度

学年 3年次

期 4

教科名 一般教養

科目名 ビジネス講座Ⅴ

単位 1

履修時間 16

回数 8

必修・選択 必修

省庁分類 02.自動車整備

授業形態 講義

作成者 山口　泰之

教科書 就職活動ガイドブック、ＳＰＩ高得点のコツ

系 自動車系

科 281.世田谷1級自動車エンジニア科

年度 2026年度

学年 3年次

期 1

教科名 一般教養

科目名 自動車英語Ⅰ

単位 1

履修時間 16

回数 8

必修・選択 必修

省庁分類 02.自動車整備

授業形態 講義

作成者 梅津美香

教科書 interchange THIRD EDITION

シラバス（概要）

1級整備士を目指す学生にとっては、専門の技術や知識を身につけることはもちろんであるが、社会人として備えるべきマ
ナーを学生時代に習得することを求められている。

科目の到達目標
①挨拶や言葉遣いは社会人レベルの実力をつける。
②就職活動において必要とされる履歴書や作文の作成を通じてビジネスマンとして必要な実務的な実力を身につける。
③就職適正試験レベルの問題を解答できる力を身につけ、常識力を高めることができる。
④業界の技術動向を知り、問題や課題を発見できる力を身につける。

評価方法

出席状況と、筆記試験の成績をを持って評価する。出席率　100％　100点、筆記試験は70点満点。合計170点を100点法に換
算して履修成績とする。

シラバス（概要）

1級整備士を目指す学生にとっては、専門の技術や知識を身につけることはもちろんであるが、社会人として備えるべきマ
ナーを学生時代に習得することを求められている。

科目の到達目標
①挨拶や言葉遣いは社会人レベルの実力をつける。
②就職活動において必要とされる履歴書や作文の作成を通じてビジネスマンとして必要な実務的な実力を身につける。
③就職適正試験レベルの問題を解答できる力を身につけ、常識力を高めることができる。
④業界の技術動向を知り、問題や課題を発見できる力を身につける。

評価方法

出席状況と、筆記試験の成績をを持って評価する。出席率　100％　100点、筆記試験は70点満点。合計170点を100点法に換
算して履修成績とする。

シラバス（概要）

開発エンジニアに必要な英語力を身につけることを目標とします。1,2年次では英語の基礎を学習してきましたが、3年生、4
年生ではCommunicative English に慣れて行くとともに、リスニングとスピーキングの強化を目的とします。
さらに開発企業で必要とされるＴＯＥＩＣ試験への対応力を育成するため、3年生の5期はＴＯＥＩＣ　ＢＲＩＤＧＥ試験対
策を実施します。スコア120点を目指して取り組んでください。

科目の到達目標
①Communicative English によりリスニングとスピーキングの強化ができる。
②ＴＯＥＩＣ　ＢＲＩＤＧのスコア120点の得点が取ることができる。

評価方法

履修判定試験において60点以上が合格



281.世田谷1級自動車エンジニア科3年講義シラバス

系 自動車系

科 281.世田谷1級自動車エンジニア科

年度 2026年度

学年 3年次

期 2

教科名 一般教養

科目名 自動車英語Ⅱ

単位 1

履修時間 16

回数 8

必修・選択 必修

省庁分類 02.自動車整備

授業形態 講義

作成者 黒田　優人

教科書

系 自動車系

科 281.世田谷1級自動車エンジニア科

年度 2026年度

学年 3年次

期 3

教科名 一般教養

科目名 自動車英語Ⅲ

単位 1

履修時間 16

回数 8

必修・選択 必修

省庁分類 02.自動車整備

授業形態 講義

作成者 梅津美香

教科書 Interchagnge Third Edition

系 自動車系

科 281.世田谷1級自動車エンジニア科

年度 2026年度

学年 3年次

期 4

教科名 一般教養

科目名 自動車英語Ⅳ

単位 1

履修時間 16

回数 8

必修・選択 必修

省庁分類 02.自動車整備

授業形態 講義

作成者 梅津美香

教科書 Interchagnge Third Edition

シラバス（概要）

開発エンジニアに必要な英語力を身につけることを目標とします。1,2年次では英語の基礎を学習してきましたが、3年生、4
年生ではCommunicative English に慣れて行くとともに、リスニングとスピーキングの強化を目的とします。
さらに開発企業で必要とされるＴＯＥＩＣ試験への対応力を育成するため、3年生の5期はＴＯＥＩＣ　ＢＲＩＤＧＥ試験対
策を実施します。スコア120点を目指して取り組んでください。

科目の到達目標
①Communicative English によりリスニングとスピーキングの強化ができる。
②ＴＯＥＩＣ　ＢＲＩＤＧのスコア120点の得点が取ることができる。

評価方法

筆記試験100点満点中、60点以上が合格

シラバス（概要）

開発エンジニアに必要な英語力を身につけることを目標とします。1,2年次では英語の基礎を学習してきましたが、3年生、4
年生ではCommunicative English に慣れて行くとともに、リスニングとスピーキングの強化を目的とします。
さらに開発企業で必要とされるＴＯＥＩＣ試験への対応力を育成するため、3年生の5期はＴＯＥＩＣ　ＢＲＩＤＧＥ試験対
策を実施します。スコア120点を目指して取り組んでください。

科目の到達目標
①Communicative English によりリスニングとスピーキングの強化ができる。
②ＴＯＥＩＣ　ＢＲＩＤＧのスコア120点の得点が取ることができる。

評価方法

筆記試験　100点満点で60点以上が合格

シラバス（概要）

開発エンジニアに必要な英語力を身につけることを目標とします。1,2年次では英語の基礎を学習してきましたが、3年生、4
年生ではCommunicative English に慣れて行くとともに、リスニングとスピーキングの強化を目的とします。
さらに開発企業で必要とされるＴＯＥＩＣ試験への対応力を育成するため、3年生の5期はＴＯＥＩＣ　ＢＲＩＤＧＥ試験対
策を実施します。スコア120点を目指して取り組んでください。

科目の到達目標
①Communicative English によりリスニングとスピーキングの強化ができる。
②ＴＯＥＩＣ　ＢＲＩＤＧのスコア120点の得点が取ることができる。

評価方法

履修判定試験において60点以上が合格



281.世田谷1級自動車エンジニア科3年講義シラバス

系 自動車系

科 281.世田谷1級自動車エンジニア科

年度 2026年度

学年 3年次

期 3

教科名 自動車整備

科目名 モビリティ交通工学

単位 2

履修時間 36

回数 18

必修・選択 必修

省庁分類 02.自動車整備

授業形態 講義

作成者 長澤　浩二

教科書

系 自動車系

科 281.世田谷1級自動車エンジニア科

年度 2026年度

学年 3年次

期 1

教科名 自動車整備

科目名 PDCA理論と実践

単位

履修時間 8

回数 4

必修・選択 必修

省庁分類 02.自動車整備

授業形態 講義

作成者 山口　泰之

教科書

系 自動車系

科 281.世田谷1級自動車エンジニア科

年度 2026年度

学年 3年次

期 1

教科名 自動車整備

科目名 流体力学Ⅱ

単位 1

履修時間 24

回数 12

必修・選択 必修

省庁分類 02.自動車整備

授業形態 講義

作成者 長澤浩二

教科書 オリジナルサブテキスト

シラバス（概要）

過度な利便性を追求した、過剰に自動車に依存するライフスタイルから、今後は一人ひとりが社会的な費用にも配慮しつ
つ、適度に自動車を利用するライフスタイルへと変貌することが、自動車の社会的ジレンマを解消するために不可欠となる
のである。モビリティマネジメントとはまさにこうした現状認識に基づいて、2000年前後から日本国内において提唱されて
きた、新しい交通マネジメント政策の考え方である。すなわち、モビリティマネジメントとは、一人ひとりの行動、あるい
は、一つ一つの組織的な行動が変化することを通じて、さまざまな交通問題の予防と対策では,人間側の対策、環境側の対
策、自動車側の対策に分けて考察できることを修得する。

科目到達目標
①モビリティ工学の概要、その歴史と成り立ちについて理解できる。
②交通問題・事故の予防は、人間の対策、環境の対策、自動車の対策に分けて考察できる。

評価方法

筆記試験　100点満点で60点以上が合格

シラバス（概要）

この授業では、「ものつくり」を通して、自己目標を定め、自ら進んでその目標に向かい、目標を達成することの大切さ、
そしてそれらのアプローチの途中での”なぜ”を考えることの大切さを考えることを目的とします。
具体的には簡単な模型自動車を制作し、空気抵抗を自作カウルで制御することにより、規定の走行距離に近づける競技を通
じて、ものつくりに必要なPDCAの考え方を学び、実践します。そして、目標を達成するためにＰＤＣＡを活用することを身
につけることを目的とします。

科目の到達目標
①自己目標を定めることができる。
②目的達成のプロセスの中で”なぜ”を考えることができる。
③目標達成のためのＰＤＣＡの活用することができる。

評価方法

出席状況と発表を持って評価する。
出席率　100％　50点、以降　１欠席ごとに5点減点、0出席は0点、発表は50点満点で班毎に採点。

シラバス（概要）

自動車の運行に必要な燃料やオイルは液体であり、その性状は作動に大いに関係する。また自動車は空気中を進行するの
で、空気の流れがどのように自動車の性能に影響を与えるかを理解し、車体形状と走行性能の関係を説明できる知識を身に
つけることは重要である。さらに、吸入空気量の計測、排気ガス圧力の計測などに必要な流体計測に関する知識も重要で、
それらを身に付けることを目的とする。
　
科目の到達目標
①自動車の性能に影響を与える空気の流れがわかる。
②吸入空気量の計測ができる。
③排気ガスの計測ができる。
④流体の計測に関する知識を身に付けることができる。。

評価方法

筆記試験　100点満点で60点以上が合格



281.世田谷1級自動車エンジニア科3年講義シラバス

系 自動車系

科 281.世田谷1級自動車エンジニア科

年度 2026年度

学年 3年次

期 1

教科名 自動車整備

科目名 情報リテラシ応用

単位 2

履修時間 32

回数 16

必修・選択 必修

省庁分類 02.自動車整備

授業形態 講義

作成者 松田　意広

教科書

系 自動車系

科 281.世田谷1級自動車エンジニア科

年度 2026年度

学年 3年次

期 1

教科名 自動車整備

科目名 電子回路の測定技術

単位 2

履修時間 32

回数 16

必修・選択 必修

省庁分類 02.自動車整備

授業形態 講義

作成者 松田　意広

教科書 教科書1級自動車整備士（エンジン電子制御装置）

系 自動車系

科 281.世田谷1級自動車エンジニア科

年度 2026年度

学年 3年次

期 1

教科名 自動車整備

科目名 ハイブリッド自動車技術

単位 2

履修時間 36

回数 18

必修・選択 必修

省庁分類 02.自動車整備

授業形態 講義

作成者 浅井　恵一

教科書

シラバス（概要）

部品のデータベース作成を通じて、データベースの整理、作成、検索に関する知識を身に付ける。また、応用としてエクセ
ルで作成したデータをアクセスに変換する方法を習得し、これまで作成したデータを有効に活用する方法を習得する。

科目の到達目標
①エクセルのデータベース関数を使用した表計算が作成できる。
②エクセルでグラフ作成ができる。
③エクセルでデータベースのデータ分析ができる。
④アクセスでテーブルおよびクエリの作成と計算処理ができる。
⑤アクセスでフォームとレポートの作成ができる。
⑥アクセスでリレーションシップの作成ができる。

評価方法

筆記試験　100点満点で60点以上が合格

シラバス（概要）

デジタル・サーキットテスタの原理、精度、測定方式の違いを学習し、活用方法を習得する。また、デジタル・ストレー
ジ・オシロスコープを使用した、電圧、周波数の測定方法を習得する。

科目の到達目標
①測定に応じて適切な測定器を選択できる
②テスタの確度の計算ができる
③分圧回路の計算ができる
④テスタ内部抵抗による誤差の計算ができる
⑤オシロスコープによる波形測定ができる

評価方法

筆記試験　100点満点で60点以上が合格

シラバス（概要）

ハイブリッド自動車の動力機構を中心にモータとエンジンの併用による効果、システムの理解を実際に動力実験を通じて学
習する。また、高電圧回路に関する整備技術を習得し、安全にハイブリッド自動車を整備するための知識を習得する。

科目の到達目標
① ハイブリッド車の構成がわかる。
② ハイブリット車の基本点検ができる。
③ HVバッテリ交換作業時の安全管理要領がわかる。

評価方法

筆記試験　100点満点で60点以上が合格



281.世田谷1級自動車エンジニア科3年講義シラバス

系 自動車系

科 281.世田谷1級自動車エンジニア科

年度 2026年度

学年 3年次

期 2

教科名 自動車整備

科目名 材料力学Ⅱ

単位 2

履修時間 36

回数 18

必修・選択 必修

省庁分類 02.自動車整備

授業形態 講義

作成者 長澤　浩二

教科書

系 自動車系

科 281.世田谷1級自動車エンジニア科

年度 2026年度

学年 3年次

期 2

教科名 自動車整備

科目名 材料力学Ⅲ

単位 2

履修時間 36

回数 18

必修・選択 必修

省庁分類 02.自動車整備

授業形態 講義

作成者 長澤　浩二

教科書

系 自動車系

科 281.世田谷1級自動車エンジニア科

年度 2026年度

学年 3年次

期 2

教科名 自動車整備

科目名 新自動車エネルギ概論

単位 1

履修時間 20

回数 10

必修・選択 必修

省庁分類 02.自動車整備

授業形態 講義

作成者 菅井　充

教科書 １級自動車整備士　自動車新技術

シラバス（概要）

始めに、各教科で使用する数学について、基礎的な事項の復習を行う。次に自動車に使用されている各種の材料について、
その特性を理解し、その種類・特徴を学ぶ。これは自動車の構造や、自動車を構成する各種のユニットの機能を理解するう
えで、大いに役に立つ。　更にこの科目の主題であるところの、自動車の各部に「引っ張り，圧縮、曲げ、ねじり」等の荷
重が加わった時の材料の強度について学び、各ユニットの構造や性能の理解に役立て、自動車の車体構造や各部品の形状，
大きさがどのようにして決められたのか、その理由が理解できるようにする。

科目の到達目標
①自動車に使用されている材料の特性が理解できる。
②自動車の各種ユニットの機能を理解することができる。
③材料の強度について学び、構造・形状・大きさが決められた理由を理解できる。

評価方法

筆記試験　100点満点で60点以上が合格

シラバス（概要）

はじめに二期の復習として、はりのせん断力分布と曲げモーメント分布を求める。そしてそのせん断力線図、曲げモーメン
ト線図が描けるように演習する。これは自動車の構造や、自動車を構成する各種のユニットの強度を理解するうえで、大い
に役に立つ。続いてはりのたわみ量の理論計算式を導入し、各種の場合を演算練習する。　更にこの科目の主題であるとこ
ろの、自動車の各部に生じるねじり、曲げ、引っ張り、せん断などの荷重が複雑に加わった時、すなわち［組み合わせ応
力］による材料の強度について学び、各ユニットの構造や性能の理解に役立てる

科目の到達目標
①はりの断力分布と曲げモーメント分布を求めることができる。
②せん断力線図、曲げモーメント線図を書くことができる。
③材料の強度をから、各ユニットの構造や性能がわかる。

評価方法

筆記試験100点満点中、60点以上が合格

シラバス（概要）

CNG、バイオマス、水素エネルギーなど最新の燃料に関する知識を学習する。各燃料を比較することにより、これからの自動
車用燃料のあり方について学習する。また、低公害エンジンである，ＣＮＧ、筒内直噴式エンジン、コモンレール式ディー
ゼルシステムについて理解する。

科目の到達目標
①ＣＮＧ、バイオマス、水素エネルギーなどの最新燃料がわかる。
②低公害エンジンについてわかる。

評価方法

筆記試験100点満点中、60点以上が合格



281.世田谷1級自動車エンジニア科3年講義シラバス

系 自動車系

科 281.世田谷1級自動車エンジニア科

年度 2026年度

学年 3年次

期 4

教科名 自動車整備

科目名 整備指導の実際

単位 1

履修時間 20

回数 10

必修・選択 必修

省庁分類 02.自動車整備

授業形態 講義

作成者 松田意広

教科書 職業訓練における指導の理論と実際

系 自動車系

科 281.世田谷1級自動車エンジニア科

年度 2026年度

学年 3年次

期 4

教科名 自動車整備

科目名 構造検査変更実務

単位 1

履修時間 20

回数 10

必修・選択 必修

省庁分類 02.自動車整備

授業形態 講義

作成者 長澤　浩二

教科書

系 自動車系

科 281.世田谷1級自動車エンジニア科

年度 2026年度

学年 3年次

期 4

教科名 自動車整備

科目名 自動車法規Ⅰ

単位

履修時間 12

回数 6

必修・選択 必修

省庁分類 02.自動車整備

授業形態 講義

作成者 長澤　浩二

教科書

シラバス（概要）

自動車整備分野の職業教育訓練指導員試験の資格合格を目指すとともに、教育実習における教育計画の基礎を学ぶ。
内容は、教科書「指導の理論と実際｣に準じて、○職業訓練原理 ○教科指導方法○安全衛生○訓練生の心理○生活指導○関
係法令 により構成する。

科目到達目標
①職業訓練指導員の資格を取得できる。
②○職業訓練原理 ○教科指導方法○安全衛生○訓練生の心理○生活指導○関係法令が理解できる。

評価方法

筆記試験　100点満点で60点以上が合格

シラバス（概要）

特殊な装備を施し、限られた用途を持つ自動車は生産台数が少ないため、標準車を改造し、制作するケースが増えている。
改造にかかる費用も高騰しており、輸送システムが高度化するにしたがい、ますます構造も複雑化してきており、品質や安
全性にたいする要求も高まってきている。このような環境の中で、改造自動車のナンバー取得のための構造変更に関する審
査はますます厳しく規定されてきた。ここでは構造変更検査に必要な実務的な知識を理解するとともに、強度検証方法、安
全率の計算方法を修得し、構造変更検査に必要な書類作成方法を習得する。

科目達成目標
①構造変更検査に必要な実務的な知識を理解できる。
②強度検証法、安全率の計算方法を修得することができる。
③構造変更に必要な書類の作成ができる。

評価方法

履修判定試験　100点満点中60点以上合格

シラバス（概要）

自動車の基本法である道路運送車両法、同施行規則、自動車点検基準、自動車登録令、優良自動車整備事業者認定規則，指
定自動車整備事業規則等の関係法令について主要な要点についてその法体系を理解し、車両法その他の法令の意義と目的を
学びます。　なお、最低限、1級自動車整備士試験に出題される条項は完全に理解するとともに、将来、職場において整備主
任者、さらに自動車検査員になれるための基礎知識を身につけます。

科目到達目標
①道路運送車両法の意義と目的が理解できる。
②1級自動車整備士試験内容の法令が完全に理解できる。
③整備主任、検査員になるための基礎知識を身に付けることができる。

評価方法

履修判定試験　100点満点中60点以上合格



281.世田谷1級自動車エンジニア科3年講義シラバス

系 自動車系

科 281.世田谷1級自動車エンジニア科

年度 2026年度

学年 3年次

期 4

教科名 自動車整備

科目名 自動車法規Ⅱ

単位

履修時間 8

回数 4

必修・選択 必修

省庁分類 02.自動車整備

授業形態 講義

作成者 黒田　優人

教科書

系 自動車系

科 281.世田谷1級自動車エンジニア科

年度 2026年度

学年 3年次

期 1

教科名 自動車整備

科目名 研究セミナⅠ－１

単位 2

履修時間 40

回数 20

必修・選択 選択必修

省庁分類 02.自動車整備

授業形態 講義

作成者 黒田　優人

教科書

系 自動車系

科 281.世田谷1級自動車エンジニア科

年度 2026年度

学年 3年次

期 1

教科名 自動車整備

科目名 研究セミナⅠ－2

単位 2

履修時間 40

回数 20

必修・選択 選択必修

省庁分類 02.自動車整備

授業形態 講義

作成者 黒田　優人

教科書

シラバス（概要）

自動車はその構造が国土交通省令で定める保安基準上又は公害防止上の技術基準に適合するものでなければ、運行の用に供
してはならないとなっています。この科目では、道路運送車両法第３章、保安基準（第４０条～第４５条）について学ぶと
共に、具体的数値を述べている省令「道路運送車両の保安基準」（第１条から第５３条まで）の主な要点について理解をし
ます。なお、最低限、1級自動車整備士試験に出題される条項は完全に理解するとともに、整備主任者になるまでの、整備士
としての法令知識を身につけることを目的とします。

科目到達目標
①道路運送車両法の保安基準について、数値や要点について理解できる。
②整備主任者、検査員になるまでの保安基準の法令知識について理解できる。

評価方法

履修判定試験　合計100点満点中60点以上で合格

シラバス（概要）

自動車業界でリーダシップを発揮できる技術者を育成や自動車開発業務に従事するため、自ら考えて答えを導き出す力を養
うことを目的とします。講義型授業とは異なり、PDCAを実践しながらテーマごとの目標に向かって結論を導き出す過程を学
習します。

科目の到達目標
セミナでは
①工学的な思考力（理論的に考える力）を養う。
②問題解決能力を養うことができる。
③PDCAサイクルを実践する。
ことを目的として、通常科目とは異なる方法で授業を展開していきます。

評価方法

本科目は出席点（レポート提出）とレポート点を持って評価する。出席点は１００％出席で５０点とし、期毎の全コマ数で
換算する。レポート点は5段階評価で満点は50点、以下10点刻みの配点とする。合計で１００点満点とし、６０点以上を合格
とする。

シラバス（概要）

自動車業界でリーダシップを発揮できる技術者を育成や自動車開発業務に従事するため、自ら考えて答えを導き出す力を養
うことを目的とします。講義型授業とは異なり、PDCAを実践しながらテーマごとの目標に向かって結論を導き出す過程を学
習します。

科目の到達目標
セミナでは
①工学的な思考力（理論的に考える力）を養う。
②問題解決能力を養うことができる。
③PDCAサイクルを実践する。
ことを目的として、通常科目とは異なる方法で授業を展開していきます。

評価方法

本科目は出席点（レポート提出）とレポート点を持って評価する。出席点は１００％出席で５０点とし、期毎の全コマ数で
換算する。レポート点は5段階評価で満点は50点、以下10点刻みの配点とする。合計で１００点満点とし、６０点以上を合格
とする。



281.世田谷1級自動車エンジニア科3年講義シラバス

系 自動車系

科 281.世田谷1級自動車エンジニア科

年度 2026年度

学年 3年次

期 1

教科名 自動車整備

科目名 研究セミナⅠ－3

単位 2

履修時間 40

回数 20

必修・選択 選択必修

省庁分類 02.自動車整備

授業形態 講義

作成者 黒田　優人

教科書

系 自動車系

科 281.世田谷1級自動車エンジニア科

年度 2026年度

学年 3年次

期 1

教科名 自動車整備

科目名 研究セミナⅣ－１

単位 4

履修時間 64

回数 32

必修・選択 選択必修

省庁分類 02.自動車整備

授業形態 講義

作成者 山口　泰之

教科書

系 自動車系

科 281.世田谷1級自動車エンジニア科

年度 2026年度

学年 3年次

期 1

教科名 自動車整備

科目名 研究セミナⅣ－2

単位 4

履修時間 64

回数 32

必修・選択 選択必修

省庁分類 02.自動車整備

授業形態 講義

作成者 山口　泰之

教科書

シラバス（概要）

自動車業界でリーダシップを発揮できる技術者を育成や自動車開発業務に従事するため、自ら考えて答えを導き出す力を養
うことを目的とします。講義型授業とは異なり、PDCAを実践しながらテーマごとの目標に向かって結論を導き出す過程を学
習します。

科目の到達目標
セミナでは
①工学的な思考力（理論的に考える力）を養う。
②問題解決能力を養うことができる。
③PDCAサイクルを実践する。
ことを目的として、通常科目とは異なる方法で授業を展開していきます。

評価方法

本科目は出席点（レポート提出）とレポート点を持って評価する。出席点は１００％出席で５０点とし、期毎の全コマ数で
換算する。レポート点は5段階評価で満点は50点、以下10点刻みの配点とする。合計で１００点満点とし、６０点以上を合格
とする。

シラバス（概要）

自動車業界でリーダシップを発揮できる技術者を育成や自動車開発業務に従事するため、自ら考えて答えを導き出す力を養
うことを目的とします。講義型授業とは異なり、PDCAを実践しながらテーマごとの目標に向かって結論を導き出す過程を学
習します。

科目の到達目標
セミナでは
①工学的な思考力（理論的に考える力）を養う。
②問題解決能力を養うことができる。
③PDCAサイクルを実践する。
ことを目的として、通常科目とは異なる方法で授業を展開していきます。

評価方法

本科目は出席点（レポート提出）とレポート点を持って評価する。出席点は１００％出席で５０点とし、期毎の全コマ数で
換算する。レポート点は5段階評価で満点は50点、以下10点刻みの配点とする。合計で１００点満点とし、６０点以上を合格
とする。

シラバス（概要）

自動車業界でリーダシップを発揮できる技術者を育成するため、自ら考えて答えを導き出す力を養うことを目的とします。
講義型授業とは異なり、PDCAを実践しながらテーマごとの目標に向かって結論を導き出す過程を学習します。

科目の到達目標
セミナでは
１）工学的な思考力（理論的に考える力）を養う。
　　２）問題解決能力を養うことができる。
　　３）PDCAサイクルを実践する。
ことを目的として、通常科目とは異なる方法で授業を展開していきます。
　テーマは下記のとおりとなります。セミナは2期から4期に実施されます。
①　競技用車両整備に関する研究
②　新燃料に関する研究
③　WEM競技車両の設計・製作　車体設計・製作
④　WEM競技車両の設計・製作　動力ユニット設計・製作
⑤　自動車の各種性能に関する研究
⑥　エンジン性能に及ぼす各種流れ特性に関する研究
⑦　レース・セミナ

評価方法

本科目は出席点（レポート提出）とレポート点を持って評価する。出席点は１００％出席で５０点とし、期毎の全コマ数で
換算する。レポート点は5段階評価で満点は50点、以下10点刻みの配点とする。合計で１００点満点とし、６０点以上を合格
とする。



281.世田谷1級自動車エンジニア科3年講義シラバス

系 自動車系

科 281.世田谷1級自動車エンジニア科

年度 2026年度

学年 3年次

期 1

教科名 自動車整備

科目名 研究セミナⅣ－3

単位 4

履修時間 64

回数 32

必修・選択 選択必修

省庁分類 02.自動車整備

授業形態 講義

作成者 山口　泰之

教科書

シラバス（概要）

自動車業界でリーダシップを発揮できる技術者を育成や自動車開発業務に従事するため、自ら考えて答えを導き出す力を養
うことを目的とします。講義型授業とは異なり、PDCAを実践しながらテーマごとの目標に向かって結論を導き出す過程を学
習します。

科目の到達目標
セミナでは
①工学的な思考力（理論的に考える力）を養う。
②問題解決能力を養うことができる。
③PDCAサイクルを実践する。
ことを目的として、通常科目とは異なる方法で授業を展開していきます。

評価方法

本科目は出席点（レポート提出）とレポート点を持って評価する。出席点は１００％出席で５０点とし、期毎の全コマ数で
換算する。レポート点は5段階評価で満点は50点、以下10点刻みの配点とする。合計で１００点満点とし、６０点以上を合格
とする。



281.世田谷1級自動車エンジニア科3年実習シラバス

系 自動車系

科 281.世田谷1級自動車エンジニア科

年度 2026年度

学年 3年次

期 4

教科名 自動車整備作業

科目名 タイヤ･ホイールに関する整備作業

単位 1

履修時間 32

回数 16

必修・選択 必修

省庁分類 08.自動車整備作業

授業形態 実習

作成者 黒田　優人

教科書

系 自動車系

科 281.世田谷1級自動車エンジニア科

年度 2026年度

学年 3年次

期 1

教科名 自動車整備作業

科目名 機械工作法

単位 1

履修時間 32

回数 16

必修・選択 必修

省庁分類 08.自動車整備作業

授業形態 実習

作成者 長澤　浩二

教科書

系 自動車系

科 281.世田谷1級自動車エンジニア科

年度 2026年度

学年 3年次

期 2

教科名 自動車整備作業

科目名 シャシ電子制御装置Ⅰ

単位 1

履修時間 36

回数 18

必修・選択 必修

省庁分類 08.自動車整備作業

授業形態 実習

作成者 菅井　充

教科書

与えられた課題製品の製作を通じて、ものづくりの基本となる旋盤による機械工作作業全般に関わる技術を身につける。

科目の到達目標
①旋盤の精度確認ができる
②旋盤の保守・メンテナンスができる。
③切削工具の管理ができる。
④適切な切削工具の選択ができる。
⑤適切な切削速度、切り込み、送りが選択できる。

評価方法

実技試験60点　筆記試験40点　合計100点満点中点以上合格

【授業の特徴と教員紹介】担当教員は自動車の整備、開発（設計・実験）の何れかの職に従事した経験があり、その実務に基づいた授業を展開する｡ 

シラバス（概要）

コラム・アシスト式、ピニオン・アシスト式、ラック・アシスト式の違いを理解し、電子制御式パワーステアリングの制御
機構、センサ・アクチュエータの働きと点検法を理解する。

科目の到達目標
①EPSのモータの取り付け位置の違いによる構造の違いを理解する
②EPS制御データの測定が出来る
③装置の故障診断が出来る

シラバス（概要）

オンザカーでのバランス調整、タイヤ･ホイールの振れの測定方法、オフザカーバランサーを使用したバランスの修正方法を
理解させ、タイヤ･ホイールのアンバランスによる振動を低減する整備技術を習得する。また、ハンドル振れの原因となるス
テアリングリンクおよびサスペンション部品の点検法を習得する。

４輪アライメントの測定及び調整

科目達成目標
①ホイールバランスを1個のウエイトで２ｇ以下に調整できる
②タイヤの位相換えができる
③オンザカーバランスをウエイト1個追加することで調整できる
④ホイールアライメントの測定ができる

評価方法

実技試験60点　筆記試験40点　合計100点満点中点以上合格

【授業の特徴と教員紹介】担当教員は自動車の整備、開発（設計・実験）の何れかの職に従事した経験があり、その実務に基づいた授業を展開する｡ 

シラバス（概要）

評価方法

実技試験60点　筆記試験40点　合計100点満点中点以上合格

【授業の特徴と教員紹介】担当教員は自動車の整備、開発（設計・実験）の何れかの職に従事した経験があり、その実務に基づいた授業を展開する｡ 



281.世田谷1級自動車エンジニア科3年実習シラバス

系 自動車系

科 281.世田谷1級自動車エンジニア科

年度 2026年度

学年 3年次

期 2

教科名 自動車整備作業

科目名 材料試験法

単位 1

履修時間 36

回数 18

必修・選択 必修

省庁分類 08.自動車整備作業

授業形態 実習

作成者 長澤　浩二

教科書

系 自動車系

科 281.世田谷1級自動車エンジニア科

年度 2026年度

学年 3年次

期 2

教科名 自動車整備作業

科目名 三次元CAD設計Ⅰ

単位 2

履修時間 36

回数 18

必修・選択 必修

省庁分類 08.自動車整備作業

授業形態 実習

作成者 松田　意広

教科書

系 自動車系

科 281.世田谷1級自動車エンジニア科

年度 2026年度

学年 3年次

期 3

教科名 工作作業

科目名 三次元CAD設計Ⅱ

単位 1

履修時間 32

回数 16

必修・選択 必修

省庁分類 06.工作作業

授業形態 実習

作成者 山口　泰之

教科書

実技試験60点　筆記試験40点　合計100点満点中点以上合格

【授業の特徴と教員紹介】担当教員は自動車の整備、開発（設計・実験）の何れかの職に従事した経験があり、その実務に基づいた授業を展開する｡ 

シラバス（概要）

この授業では物作りや自動車の設計業務に必要な、製図の知識を身に付けるとともに三次元CADソフトの使用方法を習得し、
設計手順、モデリング手法を身につけることを目的とします。使用するソフトは三次元CADソフト「SolidWorks」で、単に図
面を書く技術を習得するのではなく、設計の基本的な知識、考え方を理解することを目的とします。

科目の到達目標
① 基本的な図形を作成できる。
② 設計変更に対応できる図面を作成できる。
③ 個々の部品を連結するアセンブリ機能を使用できる。
④ 三次元図面から二次元図面を作成できる。

評価方法

実技試験60点　筆記試験40点　合計100点満点中点以上合格

シラバス（概要）

材料に関する計測技術を習得する。まず最初に炭素鋼の表面を金属顕微鏡で観察することにより、その鋼の炭素成分を判断
し、分類出来ることを理解する。続いて炭素鋼で以前に製作した硬さ試験片、衝撃試験片の焼入れ焼き戻しをその温度を変
えて行う。これを使用して次時間に硬さ試験、衝撃試験を行い、温度による強さの相違を理解する。引っ張りの代わりに圧
縮試験をし、材料の歪を計測する。さらにフレーム材の応力曲げ実験と理論解析をおこない、断面係数の相違によりいかに
曲げ違ってくるかを実感する。最後に物性値実験として、三種類の細棒の熱伝を理解する。

科目の到達目標
①材料に関する計測ができる。
②炭素鋼の焼入れ、焼き戻し、焼きなましの関係に付いて理解できる。
③材料の硬さ、材料の衝撃の強さと焼き入れ、焼き戻しの関係が理解できる。
④フレーム材の応力曲げ実験と解析、たわみ理論解析を通じて　断面係数の意味を理解できる。
⑤炭素鋼の表面観察、金属顕微鏡による炭素鋼の表面観察実験ができる。

評価方法

【授業の特徴と教員紹介】担当教員は自動車の整備、開発（設計・実験）の何れかの職に従事した経験があり、その実務に基づいた授業を展開する｡ 

シラバス（概要）

物作りや自動車の設計業務に必要な、製図の知識を身に付けるとともに三次元ＣＡＤソフトの使用方法を習得し、ものづく
りの基本となる設計手順、設計の概念理解を行う。2期に基礎的な3次元ＣＡＤの使用方法を理解しているので、3期では部品
の強度検証、設計変更の手順、高度なモデリングテクニックの習得を行う。

科目の到達目標

①設計テーブルを利用したモデリングができる。
②回転･スィープを利用したモデリングができる。
③ロフトを利用したモデリングができる。
④ＣＡＥを利用した強度解析ができる。

評価方法

実技試験60点　筆記試験40点　合計100点満点中点以上合格

【授業の特徴と教員紹介】担当教員は自動車の整備、開発（設計・実験）の何れかの職に従事した経験があり、その実務に基づいた授業を展開する｡ 



281.世田谷1級自動車エンジニア科3年実習シラバス

系 自動車系

科 281.世田谷1級自動車エンジニア科

年度 2026年度

学年 3年次

期 2

教科名 自動車整備作業

科目名 エア･コンディショナの整備作業

単位 1

履修時間 36

回数 18

必修・選択 必修

省庁分類 08.自動車整備作業

授業形態 実習

作成者 菅井　充

教科書

系 自動車系

科 281.世田谷1級自動車エンジニア科

年度 2026年度

学年 3年次

期 2

教科名 自動車整備作業

科目名 エンジン電子制御装置Ⅰ

単位 1

履修時間 36

回数 18

必修・選択 必修

省庁分類 08.自動車整備作業

授業形態 実習

作成者 菅井　充

教科書

系 自動車系

科 281.世田谷1級自動車エンジニア科

年度 2026年度

学年 3年次

期 3

教科名 自動車整備作業

科目名 シャシ性能実験

単位 3

履修時間 32

回数 16

必修・選択 選択

省庁分類 08.自動車整備作業

授業形態 実習

作成者 長澤　浩二

教科書

シラバス（概要）

カーエアコンの点検に関する一連の作業を習得するとともに、冷凍サイクルを理解する。また、エアコンの故障診断、およ
び部品交換作業ができる整備技術を身につける。

科目の到達目標
①クーラーガスのガスチャージができる
②クーラーガスの回収作業ができる
③冷凍サイクルの点検ができる
④エアコンの性能テストができる

評価方法

実技試験60点　筆記試験40点　合計100点満点中点以上合格

【授業の特徴と教員紹介】担当教員は自動車の整備、開発（設計・実験）の何れかの職に従事した経験があり、その実務に基づいた授業を展開する｡ 

シラバス（概要）

評価方法

実技試験60点　筆記試験40点　合計100点満点中点以上合格

【授業の特徴と教員紹介】担当教員は自動車の整備、開発（設計・実験）の何れかの職に従事した経験があり、その実務に基づいた授業を展開する｡ 

エンジンＥＣＵの電源回路、センサ、アクチュエータなどエンジン電子制御に関する点検法と各センサ、アクチュエータの
特性を理解し、説明できる実力を身につける。また、外部診断機(OBDⅡ）を用いた診断方法を習得する。

科目の到達目標
①外部診断機を用いた故障診断ができる。
②デジタル・オシロスコープを用いて点検ができる。
③センサ、アクチュエータを信号形態・駆動形態別でわかる。
④センサ、アクチュエータの異常検知をわかる。

評価方法

実技試験60点　筆記試験40点　合計100点満点中点以上合格

【授業の特徴と教員紹介】担当教員は自動車の整備、開発（設計・実験）の何れかの職に従事した経験があり、その実務に基づいた授業を展開する｡ 

シラバス（概要）

シャシとしての範囲は広く全てを網羅した実験はかなり困難であるので、ここでは各種の部品を取り上げ、①歯車、歯厚測
定による特性値の決定として、歯厚マイクロメータにより計測からモジュールなどの歯車の特性値を求める。　②自動車製
造によく使用されているスポット溶接による板材の曲げ強度として、溶接点を変化させて板材の強さを比較する。　③ばね
の単振動、減衰振動実験としてばねの振動の理論計算と実験値の比較を行う。　④トーションバによる軸のねじり実験とし
て、トルクをかけたときの各種のトーションバのねじり量の計測と理論計算の整合性を確認する。

科目到達目標
①歯車の特性値を求めることができる。
②スポット溶接の溶接面の位置を変え、強度の比較をすることができる。
③ばねの振動の理論計算と実験値の比較ができる。
④トーションバーのねじり量の計測値と理論計算値の比較ができる。



281.世田谷1級自動車エンジニア科3年実習シラバス

系 自動車系

科 281.世田谷1級自動車エンジニア科

年度 2026年度

学年 3年次

期 3

教科名 自動車整備作業

科目名 振動･騒音の測定法Ⅰ

単位

履修時間 16

回数 8

必修・選択 必修

省庁分類 08.自動車整備作業

授業形態 実習

作成者 菅井　充

教科書

系 自動車系

科 281.世田谷1級自動車エンジニア科

年度 2026年度

学年 3年次

期 3

教科名 自動車整備作業

科目名 振動･騒音の測定法Ⅱ

単位

履修時間 16

回数 8

必修・選択 必修

省庁分類 08.自動車整備作業

授業形態 実習

作成者 菅井　充

教科書

系 自動車系

科 281.世田谷1級自動車エンジニア科

年度 2026年度

学年 3年次

期 3

教科名 自動車整備作業

科目名 メカトロニクス応用Ⅰ

単位 1

履修時間 32

回数 16

必修・選択 選択

省庁分類 08.自動車整備作業

授業形態 実習

作成者 山口　泰之

教科書 エンジン電子制御装置

シラバス（概要）

自動車の故障診断を行う上で必要となる、振動、騒音の測定方法について理解する。振動についてはエンジン振動、車体振
動をエンジン動力計およびシャシダイナモメータを使用して測定し、爆発圧力による振動、回転アンバランスによる振動計
測について学習する。騒音については騒音計の各特性を把握し、定常走行騒音、近接排気騒音、警音器の音圧レベルの測定
方法と合否の判定方法を学習する。

科目到達目標
①振動の計算問題が解ける
②振動計を使用し振動分析が出来る
③騒音計を使用し騒音分析が出来る

評価方法

【授業の特徴と教員紹介】担当教員は自動車の整備、開発（設計・実験）の何れかの職に従事した経験があり、その実務に基づいた授業を展開する｡ 

シラバス（概要）

自動車にはエンジンＥＣＵ以外にも多くのマイクロコンピュータが使用されており、小型化、高性能化が進んでいます。本
授業ではマイコン制御に関する知識を実験を通じて養うことを目的とし、コンピュータがどのようにセンサからの信号を受
け取り、アクチュエータに動作命令をするのかを、エンジン電子制御装置に使用されるセンサ回路の等価回路をブレッド
ボードで作成しながら学習していきます。マイクロコンピュータはワンチップ型を使用し、言語はマイコン付属の専用言語
を使用し、マイコン内部の制御まで学習します。
科目到達目標
①マイコン制御の知識を実験を通して理解できる。
②センサからの信号を受け取ったコンピュータがアクチュエータに送る動作命令を、等価回路を製作し英買いできる。

評価方法

実技試験60点、筆記試験40点、合計100点満点で点以上が合格

【授業の特徴と教員紹介】担当教員は自動車の整備、開発（設計・実験）の何れかの職に従事した経験があり、その実務に基づいた授業を展開する｡ 

実技試験60点、筆記試験40点、合計100点満点で点以上が合格

【授業の特徴と教員紹介】担当教員は自動車の整備、開発（設計・実験）の何れかの職に従事した経験があり、その実務に基づいた授業を展開する｡ 

シラバス（概要）

自動車の故障診断を行う上で必要となる、振動、騒音の測定方法について理解する。振動についてはエンジン振動、車体振
動をエンジン動力計およびシャシダイナモメータを使用して測定し、爆発圧力による振動、回転アンバランスによる振動計
測について学習する。騒音については騒音計の各特性を把握し、定常走行騒音、近接排気騒音、警音器の音圧レベルの測定
方法と合否の判定方法を学習する。

科目到達目標
①振動の計算問題が解ける
②振動計を使用し振動分析が出来る
③騒音計を使用し騒音分析が出来る

評価方法

実技試験60点、筆記試験40点、合計100点満点で点以上が合格



281.世田谷1級自動車エンジニア科3年実習シラバス

系 自動車系

科 281.世田谷1級自動車エンジニア科

年度 2026年度

学年 3年次

期 3

教科名 計測作業

科目名 エンジン性能実験

単位 1

履修時間 32

回数 16

必修・選択 必修

省庁分類 07.計測作業

授業形態 実習

作成者 長澤　浩二

教科書

系 自動車系

科 281.世田谷1級自動車エンジニア科

年度 2026年度

学年 3年次

期 3

教科名 自動車整備作業

科目名 エンジン・データ収集･解析

単位 1

履修時間 32

回数 16

必修・選択 必修

省庁分類 08.自動車整備作業

授業形態 実習

作成者 菅井　充

教科書

系 自動車系

科 281.世田谷1級自動車エンジニア科

年度 2026年度

学年 3年次

期 4

教科名 自動車整備作業

科目名 車両安定制御装置

単位 1

履修時間 32

回数 16

必修・選択 必修

省庁分類 08.自動車整備作業

授業形態 実習

作成者 黒田　優人

教科書

4サイクルガソリンエンジンを題材に、メカニカルな部分が排気ガス性能、燃費性能に与える影響を理解する。エンジンをフ
ルオーバーホールし、測定作業を通じて各部の状態の良否判断を行うとともに、エンジン各部のフリクションと排ガス性
能、燃費性能の関係を考える。最後にキャブレータとエンジン燃料噴射装置におけるコンピュータ制御システムの制御方法
の違いを実験を通じて理解する。

科目到達目標
①エンジンオーバーホール時の測定作業ができる
②吸入空気量を流速の実測値から計算できる
③吸入空気量と燃料消費量から空燃比の計算ができ

評価方法

実技試験60点、筆記試験40点、合計100点満点で点以上が合格

【授業の特徴と教員紹介】担当教員は自動車の整備、開発（設計・実験）の何れかの職に従事した経験があり、その実務に基づいた授業を展開する｡ 

シラバス（概要）

ＡＢＳについては作動実験を通じて、油圧制御およびフェイルセーフ制御について学習する。また、外部診断機を用いた測
定、アクティブテストの行い方を習得する。さらに、その知識を応用し、ＴＲＣ、ＶＳＣＳについても学習を進める。

科目達成目標
①ABS制御データの測定が出来る
②外部診断機を用いたアクティブテストが出来る
③ABC装置の故障診断が出来る

シラバス（概要）

エンジン性能に関わる各種の実験を通じて、実験技術者として備えておくべき知識を習得することを目的とする。即ち、①
ｶﾞｿﾘﾝエンジンのP-θ線図を収集し、これをP-v線図に変換し、これより図示熱効率を算出し、エンジンの性能を比較検討す
る。②エンジンシリンダー内の噴流の流れは非常に複雑であので、これをモデル化して、円形噴流が平板に衝突する場合の
流れの計測を行い、流体の計測方法を理解し、データのまとめ方を学ぶ。③エンジン吸排気バルブの作動はカムによって行
われており、そのカムの動きの解析を考える。簡単な作動を過程し実験・解析を行う。

科目到達目標
①ｶﾞｿﾘﾝエンジンのP-θ線図を収集し変換、図示熱効率を算出し、エンジンの性能を比較検討できる。
②エンジンシリンダー内の噴流の流体の計測方法を理解し、データのまとめ方を理解する。
③カムの動きの解析を考える。簡単な作動を過程し実験・解析ができる。

評価方法

実技試験60点、筆記試験40点、合計100点満点で点以上が合格

【授業の特徴と教員紹介】担当教員は自動車の整備、開発（設計・実験）の何れかの職に従事した経験があり、その実務に基づいた授業を展開する｡ 

シラバス（概要）

評価方法

履修判定試験　筆記40点、実技60点、合計100点満点中60点以上で合格

【授業の特徴と教員紹介】担当教員は自動車の整備、開発（設計・実験）の何れかの職に従事した経験があり、その実務に基づいた授業を展開する｡ 



281.世田谷1級自動車エンジニア科3年実習シラバス

系 自動車系

科 281.世田谷1級自動車エンジニア科

年度 2026年度

学年 3年次

期 1

教科名 自動車検査作業

科目名 特殊溶接

単位

履修時間 26

回数 13

必修・選択 必修

省庁分類 09.自動車検査作業

授業形態 実習

作成者 山口　泰之

教科書

系 自動車系

科 281.世田谷1級自動車エンジニア科

年度 2026年度

学年 3年次

期 4

教科名 一般教養

科目名 メカトロニクス応用Ⅱ

単位 1

履修時間 32

回数 16

必修・選択 必修

省庁分類 14.サービス実習

授業形態 実習

作成者 山口　泰之

教科書

系 自動車系

科 281.世田谷1級自動車エンジニア科

年度 2026年度

学年 3年次

期 2

教科名 一般教養

科目名 シャシ電子制御装置Ⅱ

単位 1

履修時間 32

回数 16

必修・選択 必修

省庁分類 14.サービス実習

授業形態 実習

作成者 黒田　優人

教科書

履修判定試験　筆記40点、実技60点、合計100点満点中60点以上合格

【授業の特徴と教員紹介】担当教員は自動車の整備、開発（設計・実験）の何れかの職に従事した経験があり、その実務に基づいた授業を展開する｡ 

シラバス（概要）

自動車の電装品は、抵抗やコンデンサだけでなく、ダイオードやトランジスタなど数種の半導体を数多く使用し回路を構成
している。そのような電子化が進んだ自動車の電装品を理解するためには、半導体素子の入出力の関係及び半導体の特性か
ら、回路の動作が分かる様にならなければならない。そのために実際の回路図を基に電子回路シミュレータを使用し電子回
路の動作や点検方法を学習する。また、4期に使用したマイコンボードを用いて「プレヒーティングタイマ」回路を製作し、
回路実装に必要な知識を身につける。

●スキル目標
①回路シミュレータを使用し、電子回路の動作や点検方法が理解できる。
②「プレヒーティングタイマ」を製作し、回路実験に必要な知識を修得できる。

評価方法

実技試験60点、筆記試験40点、合計100点満点で点以上が合格

シラバス（概要）

自動車の材料にはステンレス鋼やアルミ二ウム合金が広く用いられている。この実習ではそれらの加工技術のうちＴIＧ溶接
をとりあげ、安全を重点とした器具の取扱い、ステンレス鋼による基本的な溶接作業できることを目的とします。

科目の到達目標
①ＴＩＧ溶接機器の取り扱いができる。
②機器の安全使用ができる。
③ステンレス鋼の基本的な溶接作業ができる。

評価方法

【授業の特徴と教員紹介】担当教員は自動車の整備、開発（設計・実験）の何れかの職に従事した経験があり、その実務に基づいた授業を展開する｡ 

シラバス（概要）

電子制御式ＡＴの構造作動を理解し、電子制御関係のセンサ、アクチュエータの作動および制御内容を理解する。また、セ
ンサ、アクチュエータの特性を把握し、点検・診断技術を身に付ける。また、外部診断機(OBDⅡ）を用いた診断方法を習得
する。

科目達成目標
①外部診断機(OBDⅡ）を用いた診断ができる
②オートマチック・トランスミッションの制御データが測定できる
③理論的な故障診断ができる
④測定値を基に不具合の原因説明ができる

評価方法

履修判定試験　筆記40点、実技60点、合計100点満点中60点以上で合格

【授業の特徴と教員紹介】担当教員は自動車の整備、開発（設計・実験）の何れかの職に従事した経験があり、その実務に基づいた授業を展開する｡ 



281.世田谷1級自動車エンジニア科3年実習シラバス

系 自動車系

科 281.世田谷1級自動車エンジニア科

年度 2026年度

学年 3年次

期 3

教科名 一般教養

科目名 研究セミナⅡ－1

単位 1

履修時間 40

回数 20

必修・選択 選択必修

省庁分類 14.サービス実習

授業形態 実習

作成者 山口　泰之

教科書

系 自動車系

科 281.世田谷1級自動車エンジニア科

年度 2026年度

学年 3年次

期 3

教科名 一般教養

科目名 研究セミナⅡ－2

単位 1

履修時間 40

回数 20

必修・選択 選択必修

省庁分類 14.サービス実習

授業形態 実習

作成者 山口　泰之

教科書

系 自動車系

科 281.世田谷1級自動車エンジニア科

年度 2026年度

学年 3年次

期 3

教科名 一般教養

科目名 研究セミナⅡ－3

単位 1

履修時間 40

回数 20

必修・選択 選択必修

省庁分類 14.サービス実習

授業形態 実習

作成者 山口　泰之

教科書

シラバス（概要）

自動車業界でリーダシップを発揮できる技術者を育成や自動車開発業務に従事するため、自ら考えて答えを導き出す力を養
うことを目的とします。講義型授業とは異なり、PDCAを実践しながらテーマごとの目標に向かって結論を導き出す過程を学
習します。

科目の到達目標
セミナでは
①工学的な思考力（理論的に考える力）を養う。
②問題解決能力を養うことができる。
③PDCAサイクルを実践する。
ことを目的として、通常科目とは異なる方法で授業を展開していきます。

評価方法

本科目は出席点（レポート提出）とレポート点を持って評価する。出席点は１００％出席で５０点とし、期毎の全コマ数で
換算する。レポート点は5段階評価で満点は50点、以下10点刻みの配点とする。合計で１００点満点とし、６０点以上を合格
とする。

【授業の特徴と教員紹介】担当教員は自動車の整備、開発（設計・実験）の何れかの職に従事した経験があり、その実務に基づいた授業を展開する｡ 

シラバス（概要）

評価方法

本科目は出席点（レポート提出）とレポート点を持って評価する。出席点は１００％出席で５０点とし、期毎の全コマ数で
換算する。レポート点は5段階評価で満点は50点、以下10点刻みの配点とする。合計で１００点満点とし、６０点以上を合格
とする。

【授業の特徴と教員紹介】担当教員は自動車の整備、開発（設計・実験）の何れかの職に従事した経験があり、その実務に基づいた授業を展開する｡ 

自動車業界でリーダシップを発揮できる技術者を育成や自動車開発業務に従事するため、自ら考えて答えを導き出す力を養
うことを目的とします。講義型授業とは異なり、PDCAを実践しながらテーマごとの目標に向かって結論を導き出す過程を学
習します。

科目の到達目標
セミナでは
①工学的な思考力（理論的に考える力）を養う。
②問題解決能力を養うことができる。
③PDCAサイクルを実践する。
ことを目的として、通常科目とは異なる方法で授業を展開していきます。

評価方法

本科目は出席点（レポート提出）とレポート点を持って評価する。出席点は１００％出席で５０点とし、期毎の全コマ数で
換算する。レポート点は5段階評価で満点は50点、以下10点刻みの配点とする。合計で１００点満点とし、６０点以上を合格
とする。

【授業の特徴と教員紹介】担当教員は自動車の整備、開発（設計・実験）の何れかの職に従事した経験があり、その実務に基づいた授業を展開する｡ 

シラバス（概要）

自動車業界でリーダシップを発揮できる技術者を育成や自動車開発業務に従事するため、自ら考えて答えを導き出す力を養
うことを目的とします。講義型授業とは異なり、PDCAを実践しながらテーマごとの目標に向かって結論を導き出す過程を学
習します。

科目の到達目標
セミナでは
①工学的な思考力（理論的に考える力）を養う。
②問題解決能力を養うことができる。
③PDCAサイクルを実践する。
ことを目的として、通常科目とは異なる方法で授業を展開していきます。



281.世田谷1級自動車エンジニア科3年実習シラバス

系 自動車系

科 281.世田谷1級自動車エンジニア科

年度 2026年度

学年 3年次

期 4

教科名 一般教養

科目名 研究セミナⅢ－1

単位 1

履修時間 40

回数 20

必修・選択 選択必修

省庁分類 14.サービス実習

授業形態 実習

作成者 黒田　優人

教科書

系 自動車系

科 281.世田谷1級自動車エンジニア科

年度 2026年度

学年 3年次

期 4

教科名 一般教養

科目名 研究セミナⅢ－2

単位 1

履修時間 40

回数 20

必修・選択 選択必修

省庁分類 14.サービス実習

授業形態 実習

作成者 山口　泰之

教科書

系 自動車系

科 281.世田谷1級自動車エンジニア科

年度 2026年度

学年 3年次

期 4

教科名 一般教養

科目名 研究セミナⅢ－3

単位 1

履修時間 40

回数 20

必修・選択 選択必修

省庁分類 14.サービス実習

授業形態 実習

作成者 山口　泰之

教科書

シラバス（概要）

自動車業界でリーダシップを発揮できる技術者を育成や自動車開発業務に従事するため、自ら考えて答えを導き出す力を養
うことを目的とします。講義型授業とは異なり、PDCAを実践しながらテーマごとの目標に向かって結論を導き出す過程を学
習します。

科目の到達目標
セミナでは
①工学的な思考力（理論的に考える力）を養う。
②問題解決能力を養うことができる。
③PDCAサイクルを実践する。
ことを目的として、通常科目とは異なる方法で授業を展開していきます。

評価方法

【授業の特徴と教員紹介】担当教員は自動車の整備、開発（設計・実験）の何れかの職に従事した経験があり、その実務に基づいた授業を展開する｡ 

シラバス（概要）

自動車業界でリーダシップを発揮できる技術者を育成や自動車開発業務に従事するため、自ら考えて答えを導き出す力を養
うことを目的とします。講義型授業とは異なり、PDCAを実践しながらテーマごとの目標に向かって結論を導き出す過程を学
習します。

科目の到達目標
セミナでは
①工学的な思考力（理論的に考える力）を養う。
②問題解決能力を養うことができる。
③PDCAサイクルを実践する。
ことを目的として、通常科目とは異なる方法で授業を展開していきます。

評価方法

本科目は出席点（レポート提出）とレポート点を持って評価する。出席点は１００％出席で５０点とし、期毎の全コマ数で
換算する。レポート点は5段階評価で満点は50点、以下10点刻みの配点とする。合計で１００点満点とし、６０点以上を合格
とする。

【授業の特徴と教員紹介】担当教員は自動車の整備、開発（設計・実験）の何れかの職に従事した経験があり、その実務に基づいた授業を展開する｡ 

本科目は出席点（レポート提出）とレポート点を持って評価する。出席点は１００％出席で５０点とし、期毎の全コマ数で換算する。レポート点は5段階評
価で満点は50点、以下10点刻みの配点とする。合計で１００点満点とし、６０点以上を合格とする。

【授業の特徴と教員紹介】担当教員は自動車の整備、開発（設計・実験）の何れかの職に従事した経験があり、その実務に基づいた授業を展開する｡ 

シラバス（概要）

自動車業界でリーダシップを発揮できる技術者を育成や自動車開発業務に従事するため、自ら考えて答えを導き出す力を養
うことを目的とします。講義型授業とは異なり、PDCAを実践しながらテーマごとの目標に向かって結論を導き出す過程を学
習します。

科目の到達目標
セミナでは
①工学的な思考力（理論的に考える力）を養う。
②問題解決能力を養うことができる。
③PDCAサイクルを実践する。
ことを目的として、通常科目とは異なる方法で授業を展開していきます。

評価方法

本科目は出席点（レポート提出）とレポート点を持って評価する。出席点は１００％出席で５０点とし、期毎の全コマ数で
換算する。レポート点は5段階評価で満点は50点、以下10点刻みの配点とする。合計で１００点満点とし、６０点以上を合格
とする。



281.世田谷1級自動車エンジニア科4年講義シラバス

系 自動車系

科 281.世田谷1級自動車エンジニア科

年度 2026年度

学年 4年次

期 1

教科名 一般教養

科目名 車両データ通信制御

単位 1

履修時間 24

回数 12

必修・選択 必修

省庁分類 03.機器取り扱い

授業形態 講義

作成者 菅井　充

教科書 一級自動車整備士　エンジン電子制御装置

系 自動車系

科 281.世田谷1級自動車エンジニア科

年度 2026年度

学年 4年次

期 1

教科名 一般教養

科目名 ビジネス英会話Ⅰ

単位

履修時間 10

回数 5

必修・選択 必修

省庁分類 02.自動車整備

授業形態 講義

作成者 黒田　優人

教科書

系 自動車系

科 281.世田谷1級自動車エンジニア科

年度 2026年度

学年 4年次

期 1

教科名 一般教養

科目名 ＥＣＥ規格と保安基準

単位 1

履修時間 28

回数 14

必修・選択 必修

省庁分類 03.機器取り扱い

授業形態 講義

作成者 浅井恵一

教科書 自動車検査ハンドブック

筆記試験100％

シラバス（概要）

近年の自動車は環境に対する影響を減少させるため重量の軽減が大きな課題となっている。一方、燃料噴射制御装置を始め
車両の各装置は電子制御化が進み、車両ハーネスはますます増加する一方である。そこでエンジンＥＣＵと他のＥＣＵとを
より少ないケーブルで接続し、それぞれのＥＣＵにつながるセンサー信号を共有することにより車両ハーネスの簡略化を行
うとともに、ＥＣＵ間で様々な情報を共有することでより高度な制御を可能にするための車内ネットワークが必要となって
いる。この授業では車内通信に最も多く使用されているＣＡＮ通信についての信号解析について理解し、1級レベルの内容を
修得する。

科目達成目標
①ＣＡＮ通信システム概要と構成を理解できる。
②ＣＡＮ通信システム点検ができる。
③ＣＡＮバス信号解析ができる。
④ＣＡＮバスの回路点検ができる。

評価方法

筆記試験100点満点中、60点以上が合格

シラバス（概要）

開発エンジニアに必要な英語力を身につけることを目標とします。1,2年次では英語の基礎を学習してきましたが、3年生、4
年生ではCommunicative English に慣れて行くとともに、リスニングとスピーキングの強化を目的とします。
さらに開発企業で必要とされるＴＯＥＩＣ試験への対応力を育成するため、3年生の5期はＴＯＥＩＣ　ＢＲＩＤＧＥ試験対
策を実施します。スコア120点を目指して取り組んでください。

科目の到達目標
①Communicative English によりリスニングとスピーキングの強化ができる。
②ＴＯＥＩＣ　ＢＲＩＤＧのスコア120点の得点が取ることができる。

評価方法

履修判定試験において60点以上が合格

シラバス（概要）

　自動車技術は生産や販売のグローバル化により，技術・装置・部品の統一基準作りが課題となっており，全世界統一基準
が作成されれば自動車の国際流通の円滑化が促進されることから，各国間の事情の違いを乗り越える努力がなされている。
この教科では，灯火装置や衝突安全装置などの保安基準が改定された理由を探り，理解を深めることを目標とする。

科目達成目標
① 国際基準調和とECE規格の概要が理解できる。
② 保安基準に適合するものとして「Eマーク」の意味がわかる。
③ 特に近年，変更された保安基準に対して理解を深める。

評価方法



281.世田谷1級自動車エンジニア科4年講義シラバス

系 自動車系

科 281.世田谷1級自動車エンジニア科

年度 2026年度

学年 4年次

期 3

教科名 一般教養

科目名 ビジネス英会話Ⅱ

単位 1

履修時間 16

回数 8

必修・選択 必修

省庁分類 02.自動車整備

授業形態 講義

作成者 黒田　優人

教科書

系 自動車系

科 281.世田谷1級自動車エンジニア科

年度 2026年度

学年 4年次

期 3

教科名 一般教養

科目名 自動車の法令

単位 2

履修時間 36

回数 18

必修・選択 必修

省庁分類 03.機器取り扱い

授業形態 講義

作成者 山口泰之

教科書 法令教材

評価方法

筆記試験　100点満点で60点以上合格

シラバス（概要）

開発エンジニアに必要な英語力を身につけることを目標とします。1,2年次では英語の基礎を学習してきましたが、3年生、4
年生ではCommunicative English に慣れて行くとともに、リスニングとスピーキングの強化を目的とします。
さらに開発企業で必要とされるＴＯＥＩＣ試験への対応力を育成するため、3年生の5期はＴＯＥＩＣ　ＢＲＩＤＧＥ試験対
策を実施します。スコア120点を目指して取り組んでください。

科目の到達目標
①Communicative English によりリスニングとスピーキングの強化ができる。
②ＴＯＥＩＣ　ＢＲＩＤＧのスコア120点の得点が取ることができる。

評価方法

筆記試験　100点満点で60点以上合格

シラバス（概要）

1級整備士として必要な整備法規と検査法規について理解する。法令を覚えるだけでなくその運用をできる実務的な知識を身
につける。特に不正改造や、保安基準違反にたいする啓蒙や指導を行えるよう事例による法解釈などにも踏み込んで学習す
る。

科目達成目標
①総則について理解できる。
②自動車の登録の仕組みや方法について理解できる。
③道路運送車両保安基準について理解できる。
④点検及び整備について理解できる。
⑤検査について理解できる。
⑥整備事業について理解できる。



281.世田谷1級自動車エンジニア科4年実習シラバス

系 自動車系

科 281.世田谷1級自動車エンジニア科

年度 2026年度

学年 4年次

期 1

教科名 体験実習

科目名 体験実習(導入）

単位

履修時間 8

回数 4

必修・選択 必修

省庁分類 10.体験実習

授業形態 実習

作成者 山口　泰之

教科書

系 自動車系

科 281.世田谷1級自動車エンジニア科

年度 2026年度

学年 4年次

期 1

教科名 自動車検査作業

科目名 整備作業の応用

単位 1

履修時間 40

回数 20

必修・選択 必修

省庁分類 09.自動車検査作業

授業形態 実習

作成者 浅井　恵一

教科書

系 自動車系

科 281.世田谷1級自動車エンジニア科

年度 2026年度

学年 4年次

期 1

教科名 計測作業

科目名 環境とリサイクル

単位 1

履修時間 28

回数 14

必修・選択 必修

省庁分類 07.計測作業

授業形態 実習

作成者 浅井　恵一

教科書

インターンシップに備えて、実務で必要となる作業を実践的に学ぶ。効率的な作業手順を検討、立案、検証することにより
PDCサイクルを回せる力を養うと共に、安全作業および作業準備、機器の管理などの日常業務に加え、多頻度作業部位の点
検・良否判定を確実に実施できるようになることを目的とする。

科目達成目標
①実務で必要な作業を実践的に理解できる。
②効率的な作業ができる。
③安全作業、準備、機器の管理ができる。
④作業個所の点検・良否判定ができる。

評価方法

履修判定試験　筆記40点、実技60点、合計100点満点中60点以上で合格

【授業の特徴と教員紹介】担当教員は自動車の整備、開発（設計・実験）の何れかの職に従事した経験があり、その実務に基づいた授業を展開する｡ 

シラバス（概要）

自動車に係わるものとして、大切なキーワードである「環境保全」「安全管理」についての知識を得る。「環境保全」につ
いては、自動車を取り巻く環境問題の実態を捉え、社会的な取り組みあるいはメーカーが実施している対応策について理解
を深めるとともに、管理業務や開発業務に応用できる基礎レベルを習得し、一級整備士試験出題問題にも対応できる知識を
身につける。「安全管理」については、工場の作業中に発生する災害のあらましと、その防止策を理解する。出題に対して
答えられる実力を付けることはもちろんのこと、将来自動車業界の仕事に就き、その職場において安全面、管理面について
良否の判断や改善の提案ができるレベルを目標とする。また、授業を通じて2期から始まる「インターンシップ」において、
安全を重視した研修が実施できるよう意識付けを行う。

科目達成目標
①環境保全の実態、対応策についても理解し管理業務や開発業務に応用できる基礎を修得できる。
②安全管理について、作業中の災害や防止策についても理解できる。

シラバス（概要）

サービス工場で行われている業務内容や仕事の流れを自分たちの目で把握し、一級整備士養成課程の必修科目である約2ヶ月
間にわたる体験実習（インターンシップ）にむけての心構えを養うことを目的としています。

科目達成目標
①インターンシップに向けての心構えを理解できる。

評価方法

レポート点　50点、出席点50点　合計　100点。60点以上が合格

【授業の特徴と教員紹介】担当教員は自動車の整備、開発（設計・実験）の何れかの職に従事した経験があり、その実務に基づいた授業を展開する｡ 

シラバス（概要）

評価方法

履修判定試験　100点満点中60点以上合格

【授業の特徴と教員紹介】担当教員は自動車の整備、開発（設計・実験）の何れかの職に従事した経験があり、その実務に基づいた授業を展開する｡ 



281.世田谷1級自動車エンジニア科4年実習シラバス

系 自動車系

科 281.世田谷1級自動車エンジニア科

年度 2026年度

学年 4年次

期 1

教科名 自動車整備作業

科目名 ｻｰﾋﾞｽ対応の基本

単位 1

履修時間 30

回数 15

必修・選択 必修

省庁分類 08.自動車整備作業

授業形態 実習

作成者 浅井　恵一

教科書

系 自動車系

科 281.世田谷1級自動車エンジニア科

年度 2026年度

学年 4年次

期 2

教科名 体験実習

科目名 体験実習(整備実務作業）

単位 3

履修時間 90

回数 45

必修・選択 必修

省庁分類 10.体験実習

授業形態 実習

作成者 佐藤　康夫

教科書

系 自動車系

科 281.世田谷1級自動車エンジニア科

年度 2026年度

学年 4年次

期 2

教科名 体験実習

科目名 体験実習(顧客対応）

単位 3

履修時間 90

回数 45

必修・選択 必修

省庁分類 10.体験実習

授業形態 実習

作成者 佐藤　康夫

教科書

履修判定試験　100点満点中60点以上合格

【授業の特徴と教員紹介】担当教員は自動車の整備、開発（設計・実験）の何れかの職に従事した経験があり、その実務に基づいた授業を展開する｡ 

シラバス（概要）

学校で学んだ理論と技術を企業において実践し習熱度を確かめ、将来、働くことになる職場を体験して職業人としての心構
えと意識を持たせる．また、さらに企業実習を通して、実務面だけではなく、社会人（職業人）としての自己の果たすべき
役割や責任を体感する。１級自動車整備科では、学校での専門教科の修得をより実践的なものとし、且つ充実したものとす
ることを目的としてインターンシップを実施する。

科目到達目標
①組織内でのサービス部門の役割と仕事の流れについて体験的に理解できる。
②メカニックとしての整備作業およびその周辺業務について体験的に理解できる。
③顧客対応の実務とＣＳ活動について体験的に理解できる。
④その他、企業実習受け入れ会社での研修事項を修得できる。
⑤学生自身が独自に設定し、科及び受け入れ企業が承認したテーマについて体験的に理解できる。
※実施時期　6月中旬から8月上旬までのうち約5週間(最低必要日数　正味28日間、計画日としては30日間)

評価方法

体験実習先の指導責任者による評価及び活動報告評価により判断し、履修を決める。

シラバス（概要）

お客様対応の基礎知識を理解し、基本的なお客様対応手法を学ぶことにより、問診、入庫管理、完成後の調子伺いまでを
ロールプレイングを中心に学ぶ。一級自動車整備士口述試験に対応できる“総合診断”の基礎知識を修得し、また二期から
始まる“インターンシップ”に於いて、お客様に「経年変化と機能低下の理由」と「自動車部品装着時の保安基準への適合
性」が説明できることを目標とする。

科目到達目標
①基本的なお客様対応ができる。
②問診、入庫管理、完成後の調子伺いを修得できる。
③インターンシップでの実践ができる。

評価方法

【授業の特徴と教員紹介】担当教員は自動車の整備、開発（設計・実験）の何れかの職に従事した経験があり、その実務に基づいた授業を展開する｡ 

シラバス（概要）

学校で学んだ理論と技術を企業において実践し習熱度を確かめ、将来、働くことになる職場を体験して職業人としての心構
えと意識を持たせる．また、さらに企業実習を通して、実務面だけではなく、社会人（職業人）としての自己の果たすべき
役割や責任を体感する。１級自動車整備科では、学校での専門教科の修得をより実践的なものとし、且つ充実したものとす
ることを目的としてインターンシップを実施する。

科目到達目標
①組織内でのサービス部門の役割と仕事の流れについて体験的に理解できる。
②メカニックとしての整備作業およびその周辺業務について体験的に理解できる。
③顧客対応の実務とＣＳ活動について体験的に理解できる。
④その他、企業実習受け入れ会社での研修事項を修得できる。
⑤学生自身が独自に設定し、科及び受け入れ企業が承認したテーマについて体験的に理解できる。
※実施時期　6月中旬から8月上旬までのうち約5週間(最低必要日数　正味28日間、計画日としては30日間)

評価方法

体験実習先の指導責任者による評価及び活動報告評価により判断し、履修を決める。

【授業の特徴と教員紹介】担当教員は自動車の整備、開発（設計・実験）の何れかの職に従事した経験があり、その実務に基づいた授業を展開する｡ 



281.世田谷1級自動車エンジニア科4年実習シラバス

系 自動車系

科 281.世田谷1級自動車エンジニア科

年度 2026年度

学年 4年次

期 3

教科名 評価実習

科目名 エンジン電子制御装置Ⅱ

単位 1

履修時間 40

回数 20

必修・選択 必修

省庁分類 11.評価実習

授業形態 実習

作成者 浅井　恵一

教科書

系 自動車系

科 281.世田谷1級自動車エンジニア科

年度 2026年度

学年 4年次

期 3

教科名 評価実習

科目名 シャシ電子制御装置Ⅲ

単位 1

履修時間 40

回数 20

必修・選択 必修

省庁分類 11.評価実習

授業形態 実習

作成者 浅井　恵一

教科書

系 自動車系

科 281.世田谷1級自動車エンジニア科

年度 2026年度

学年 4年次

期 1

教科名 評価実習

科目名 総合診断Ⅰ

単位 1

履修時間 40

回数 20

必修・選択 必修

省庁分類 11.評価実習

授業形態 実習

作成者 浅井　恵一

教科書

シラバス（概要）

電子制御部品の異常状態を検出し、異常個所を特定できる高度な故障診断技術を学ぶと共に、センサ、アクチュエータの復
習を実施し、習得を目的とする。

科目達成目標
① マイコンが異常と特定することができない範囲が理解できる。
② 駆動信号電圧と駆動電圧の関係が理解できる。
③ 車載故障診断装置における故障探求方法がわかる。
④ 外部診断機を使用する故障探求方法がわかる。

評価方法

筆記試験100点満点中、60点以上合格

【授業の特徴と教員紹介】担当教員は自動車の整備、開発（設計・実験）の何れかの職に従事した経験があり、その実務に基づいた授業を展開する｡ 

シラバス（概要）

評価方法

履修判定試験　100点満点中60点以上合格

【授業の特徴と教員紹介】担当教員は自動車の整備、開発（設計・実験）の何れかの職に従事した経験があり、その実務に基づいた授業を展開する｡ 

電子制御部品の異常状態を検出し、異常個所を特定できる高度な故障診断技術を学ぶと共に、センサ、アクチュエータの復
習を実施し、習得を目的とする。

科目達成目標
① センサ、アクチュエータの種類、特徴、がわかる。
② ECUの制御が理解できる。
③ フェイルセーフ制御が理解できる。

評価方法

筆記試験100点満点中、60点以上合格

【授業の特徴と教員紹介】担当教員は自動車の整備、開発（設計・実験）の何れかの職に従事した経験があり、その実務に基づいた授業を展開する｡ 

シラバス（概要）

顧客対応に必要な応酬話法を習得する。問診、整備計画、整備内容説明等の各項目に対して応対ができる力を身につける。

科目達成目標
① 問診の基本５項目を確実に聞き取ることができる。
② 故障箇所を推定し、その絞り込みのために必要な質問ができる。
③ わかりやすい言葉で整備内容の説明ができる。
④ 点検結果からのアドバイスをすることができる。



281.世田谷1級自動車エンジニア科4年実習シラバス

系 自動車系

科 281.世田谷1級自動車エンジニア科

年度 2026年度

学年 4年次

期 1

教科名 評価実習

科目名 騒音振動故障探求

単位 1

履修時間 32

回数 16

必修・選択 必修

省庁分類 11.評価実習

授業形態 実習

作成者 長澤　浩二

教科書 １級自動車整備士　シャシ電子制御装置

系 自動車系

科 281.世田谷1級自動車エンジニア科

年度 2026年度

学年 4年次

期 3

教科名 評価実習

科目名 自動車新技術Ⅰ

単位 1

履修時間 40

回数 20

必修・選択 必修

省庁分類 11.評価実習

授業形態 実習

作成者 菅井　充

教科書 １級自動車整備士　自動車新技術

系 自動車系

科 281.世田谷1級自動車エンジニア科

年度 2026年度

学年 4年次

期 3

教科名 評価実習

科目名 総合診断Ⅱ

単位 1

履修時間 40

回数 20

必修・選択 必修

省庁分類 11.評価実習

授業形態 実習

作成者 浅井　恵一

教科書 総合診断Ⅱ・環境保全・安全管理

シラバス（概要）

三年時に学習した「振動騒音の計測法」に引き続いて、ここでは振動騒音の発生原因の追究、振動騒音の低減と防止策、特
に自動車の振動騒音の元凶である①エンジン系(エンジン本体、吸排気系、その他)　②シャシ系(クラッチ、トランスミッ
ション、プロペラシャフト、ディファレンシャル、ﾄﾞﾗｲﾌﾞシャフト、サスペンション、ステアリング、ブレーキ、タイヤ)
③ボディ系(ボディ)らに関して対応や不具合の特徴を述べる。次に高度故障診断に関して、問診、振動騒音の点検整備、故
障診断方法などを各パーツについて学ぶ。これらは１級試験において重要な項目となるため修得していく。

科目達成目標
①エンジン本体系の振動騒音発生原因、吸排気系の振動騒音発生原因、その他系の振動騒音発生原因追求と防止策を理解で
きる。
②シャシ系の振動騒音発生原因(クラッチ、トランスミッション　プロペラシャフト)(ディファレンシャル、ﾄﾞﾗｲﾌﾞｼｬﾌﾄ、サ
スペンション)(ステアリング、ブレーキ、タイヤ、ボディ)追求と防止策を理解できる。

評価方法

【授業の特徴と教員紹介】担当教員は自動車の整備、開発（設計・実験）の何れかの職に従事した経験があり、その実務に基づいた授業を展開する｡ 

シラバス（概要）

顧客対応に必要な応酬話法を習得する。問診、整備計画、整備内容説明等の各項目に対して応対ができる力を身につける。

科目達成目標
① 問診の基本５項目を確実に聞き取ることができる。
② 故障箇所を推定し、その絞り込みのために必要な質問ができる。
③ わかりやすい言葉で整備内容の説明ができる。
④ 点検結果からのアドバイスをすることができる。

評価方法

実技試験　100点満点で60点以上が合格

【授業の特徴と教員紹介】担当教員は自動車の整備、開発（設計・実験）の何れかの職に従事した経験があり、その実務に基づいた授業を展開する｡ 

筆記試験100点満点中、60点以上が合格

【授業の特徴と教員紹介】担当教員は自動車の整備、開発（設計・実験）の何れかの職に従事した経験があり、その実務に基づいた授業を展開する｡ 

シラバス（概要）

ＣＶＴの構造・制御を理解する。また、自動車に装備されている各種の安全装置について理解する。さらに自動車新技術に
関する１級整備士資格問題の分析・研究を行う。

科目達成目標
①ＣＶＴの構造、電子制御機構について理解できる。
②車両安定制御装置について理解できる。
③エアバック、プリテンショナ・シートベルトの構造機能について理解できる。
④ハイブリッド車の構造・作動について理解できる。
⑤ＣＮＧ自動車の構造・作動について理解できる。
⑥筒内噴射式ガソリンエンジンの作動について理解できる。
⑦コモン・レール式高圧燃料噴射システムについて理解できる。

評価方法

履修判定試験　100点満点中60点以上合格



281.世田谷1級自動車エンジニア科4年実習シラバス

系 自動車系

科 281.世田谷1級自動車エンジニア科

年度 2026年度

学年 4年次

期 3

教科名 評価実習

科目名 エンジン故障探求

単位 1

履修時間 40

回数 20

必修・選択 必修

省庁分類 11.評価実習

授業形態 実習

作成者 浅井　恵一

教科書 エンジン電子制御装置

系 自動車系

科 281.世田谷1級自動車エンジニア科

年度 2026年度

学年 4年次

期 3

教科名 評価実習

科目名 シャシ故障探求

単位 1

履修時間 40

回数 20

必修・選択 必修

省庁分類 11.評価実習

授業形態 実習

作成者 浅井　恵一

教科書 シャシ電子制御装置

系 自動車系

科 281.世田谷1級自動車エンジニア科

年度 2026年度

学年 4年次

期 4

教科名 評価実習

科目名 シャシ電子制御装置Ⅳ

単位 1

履修時間 56

回数 28

必修・選択 必修

省庁分類 11.評価実習

授業形態 実習

作成者 浅井　恵一

教科書

高難度故障診断に対応できる力を身に付ける。センサ、コントロールユニット、アクチュエータの入力信号を適正に判断
し、良否判定できる実力を身に付ける。また、シャシ故障探求に関する１級整備士資格問題の研究を行う。

科目達成目標
① 異常検知の範囲が理解できる。
② フェイル･セーフ項目がわかる。
③ ＥＣＵの制御内容がわかる。
④ 電圧分布より異常部位が推定できる。

評価方法

履修判定試験　100点満点中60点以上合格

【授業の特徴と教員紹介】担当教員は自動車の整備、開発（設計・実験）の何れかの職に従事した経験があり、その実務に基づいた授業を展開する｡ 

シラバス（概要）

高難度故障診断に対応できる力を身に付ける。センサ、コントロールユニット、アクチュエータの入力信号を適正に判断
し、良否判定できる実力を身に付ける。また、シャシ故障探求に関する１級整備士資格問題の研究を行う。

科目達成目標
① 異常検知の範囲が理解できる。
② フェイル･セーフ項目がわかる。
③ ＥＣＵの制御内容がわかる。
④ 電圧分布より異常部位が推定できる。

シラバス（概要）

高難度故障診断に対応できる力を身に付ける。センサ、コントロールユニット、アクチュエータの入力信号を適正に判断
し、良否判定できる実力を身に付ける。また、エンジン故障探求に関する１級整備士資格問題の研究を行う。

科目達成目標
① 異常検知の範囲が理解できる。
② センサ、アクチュエータの作動がわかる。
③ ＥＣＵの制御内容がわかる。
④ 電圧分布より異常部位が推定できる。

評価方法

履修判定試験　100点満点中60点以上合格

【授業の特徴と教員紹介】担当教員は自動車の整備、開発（設計・実験）の何れかの職に従事した経験があり、その実務に基づいた授業を展開する｡ 

シラバス（概要）

評価方法

履修判定試験　100点満点中60点以上合格

【授業の特徴と教員紹介】担当教員は自動車の整備、開発（設計・実験）の何れかの職に従事した経験があり、その実務に基づいた授業を展開する｡ 



281.世田谷1級自動車エンジニア科4年実習シラバス

系 自動車系

科 281.世田谷1級自動車エンジニア科

年度 2026年度

学年 4年次

期 4

教科名 評価実習

科目名 自動車新技術Ⅱ

単位 1

履修時間 56

回数 28

必修・選択 必修

省庁分類 11.評価実習

授業形態 実習

作成者 浅井　恵一

教科書

系 自動車系

科 281.世田谷1級自動車エンジニア科

年度 2026年度

学年 4年次

期 4

教科名 評価実習

科目名 環境保全と安全管理

単位 1

履修時間 56

回数 28

必修・選択 必修

省庁分類 11.評価実習

授業形態 実習

作成者 浅井　恵一

教科書

系 自動車系

科 281.世田谷1級自動車エンジニア科

年度 2026年度

学年 4年次

期 4

教科名 評価実習

科目名 問診･整備説明

単位 1

履修時間 40

回数 20

必修・選択 必修

省庁分類 11.評価実習

授業形態 実習

作成者 浅井　恵一

教科書

履修判定試験　100点満点中60点以上合格

【授業の特徴と教員紹介】担当教員は自動車の整備、開発（設計・実験）の何れかの職に従事した経験があり、その実務に基づいた授業を展開する｡ 

シラバス（概要）

自動車に係わるものとして、大切なキーワードである「環境保全」「安全管理」についての知識を得る。「環境保全」につ
いては、自動車を取り巻く環境問題の実態を捉え、社会的な取り組みあるいはメーカーが実施している対応策について理解
を深めるとともに、管理業務や開発業務に応用できる基礎レベルを習得し、一級整備士試験出題問題にも対応できる知識を
身につける。「安全管理」については、工場の作業中に発生する災害のあらましと、その防止策に理解する。出題に対して
答えられる実力を付けることはもちろんのこと、将来自動車業界の仕事に就き環境保全について実践していけるように学習
する。

科目達成目標
①環境保全への取り組みの全体像が理解できる。
②資源の有効利用の仕組みが理解できる。
③自動車リサイクル法の特徴が分かる。
④産業廃棄物の処理がわかる。
⑤PRTR法及び固定施設における廃棄物の処理とNOX・PM法の概要がわかる。

評価方法

履修判定試験　100点満点中60点以上合格

シラバス（概要）

一級自動車整備士が担う技術的に重要なテーマとして、エンジン関係では「ハイブリッド車」、「圧縮天然ガス（CNG）自動
車」、「筒内噴射式ガソリン･エンジン」、「コモン･レール式高圧燃料噴射システム」を、シャシ関係では、「無段変速機
（CVT）」、「車両安定制御装置」及び「SRSエア･バッグ及びプリテンショナ･シート･ベルト」の構造･機能、点検･整備につ
いて理解する。さらに自動車新技術に関する１級整備士資格問題の分析・研究を行う。

科目達成目標
①ＣＶＴの構造、電子制御機構について理解できる。
②車両安定制御装置について理解できる。
③エアバック、プリテンショナ・シートベルトの構造機能について理解できる。
④ハイブリッド車の構造・作動について理解できる。
⑤ＣＮＧ自動車の構造・作動について理解できる。
⑥筒内噴射式ガソリンエンジンの作動について理解できる。
⑦コモン・レール式高圧燃料噴射システムについて理解できる。

評価方法

【授業の特徴と教員紹介】担当教員は自動車の整備、開発（設計・実験）の何れかの職に従事した経験があり、その実務に基づいた授業を展開する｡ 

シラバス（概要）

顧客対応に必要な応酬話法を習得する。問診、整備計画、整備内容説明等の各項目に対して応対ができる力を身につける。

科目達成目標
① 問診の基本５項目を確実に聞き取ることができる。
② 故障箇所を推定し、その絞り込みのために必要な質問ができる。
③ わかりやすい言葉で整備内容の説明ができる。
④ 点検結果からのアドバイスをすることができる。

評価方法

履修判定試験　100点満点中60点以上合格

【授業の特徴と教員紹介】担当教員は自動車の整備、開発（設計・実験）の何れかの職に従事した経験があり、その実務に基づいた授業を展開する｡ 



281.世田谷1級自動車エンジニア科4年実習シラバス

系 自動車系

科 281.世田谷1級自動車エンジニア科

年度 2026年度

学年 4年次

期 4

教科名 評価実習

科目名 エンジン電子制御装置Ⅲ

単位 1

履修時間 56

回数 28

必修・選択 必修

省庁分類 11.評価実習

授業形態 実習

作成者 浅井　恵一

教科書

系 自動車系

科 281.世田谷1級自動車エンジニア科

年度 2026年度

学年 4年次

期 1

教科名 評価実習

科目名 機械設計演習Ⅰ

単位

履修時間 24

回数 12

必修・選択 選択

省庁分類 11.評価実習

授業形態 実習

作成者 井上　真一

教科書

系 自動車系

科 281.世田谷1級自動車エンジニア科

年度 2026年度

学年 4年次

期 2

教科名 評価実習

科目名 機械設計演習Ⅱ

単位

履修時間 24

回数 12

必修・選択 選択

省庁分類 11.評価実習

授業形態 実習

作成者 井上　真一

教科書

シラバス（概要）

高難度故障診断に対応できる力を身に付ける。センサ、コントロールユニット、アクチュエータの入力信号を適正に判断
し、良否判定できる実力を身に付ける。また、エンジン故障探求に関する１級整備士資格問題の研究を行う。

科目達成目標
① 異常検知の範囲が理解できる。
② センサ、アクチュエータの作動がわかる。
③ ＥＣＵの制御内容がわかる。
④ 電圧分布より異常部位が推定できる。

評価方法

履修判定試験　100点満点中60点以上合格

【授業の特徴と教員紹介】担当教員は自動車の整備、開発（設計・実験）の何れかの職に従事した経験があり、その実務に基づいた授業を展開する｡ 

シラバス（概要）

評価方法

筆記試験100％

【授業の特徴と教員紹介】担当教員は自動車の整備、開発（設計・実験）の何れかの職に従事した経験があり、その実務に基づいた授業を展開する｡ 

自動車携行用パンタグラフ式ジャッキの設計を通して図学、製図の基礎を学ぶ。すなわち自動車のタイヤ交換などに用いら
れるパンタグラフ式ジャッキを、各人で呼荷重と揚程を変えて設計する。これは二年次に行ったギヤ装置設計演習の応用と
して、主としてメーカー系に進路を希望する学生を対象にして、設計の基本を理解し、これにより将来設計業務に携わった
ときの為のアプローチの仕方を学び、製図の書き方の基礎、仕様の求め方、強度検討の方法といった機械設計の基本を学ぶ
ためのものである。具体的な内容としては、普通自動車用のパンタジャッキをベースにして、軽自動車用の安全かつ軽量で
コンパクトなパンタグラフジャッキを設計する。①各部材に加わる荷重の種類と大きさの計算②安全率と許容応力の決定③
JISに基づく材料の選定④各部材の形状決定と強度計算⑤全体設計⑥部品図などの一連の設計手順を学び、設計計算書と全体
図面を完成させる。これより、機械要素、材料力学、図学、機械設計などの基礎工学を組み合わせて応用する能力を養う。

科目到達目標
①設計に必要な基礎知識が理解できる。
②荷重、許容量、材料の選定、形状と強度などを考え、パンタグラフジャッキの設計ができる。

評価方法

筆記試験100％

【授業の特徴と教員紹介】担当教員は自動車の整備、開発（設計・実験）の何れかの職に従事した経験があり、その実務に基づいた授業を展開する｡ 

シラバス（概要）

2年3期に実施した「ギヤ装置設計演習」、4年1期に行った「機械設計Ⅰ(パンタグラフジャッキの設計)」に続いて4年3期で
は「機械設計Ⅱ(エンジン設計)」を学ぶ。既設の科目を通じて学んだ設計の基本的な考え方を履修したうえで、2,3年次に学
んだ自動車工学、材料力学、材料物性実験、シャシ実験、エンジン実験等多くの科目のより深い理解とその応用として、こ
れらを統合する集大成としての格好の選択科目の位置付けといえる。
具体的にはまず与えられた設計要件を満たすエンジン仕様(出力と回転数)を仮定して、これを元にして熱力学で学んだ圧力-
容積線図の熱力学的な検討からシリンダー内径を決定する。この過程で得られた最大爆発圧力が各部材に及ぼす影響を検討
し、それに加え材料の種類とその許容応力、係る力の仮定から各部寸法が決まっていく過程を学んでいく。これらの課程を
設計計算書としてまとめ、実際のエンジン設計に発展させていく基礎にする。

科目到達目標
①設計に必要な基礎知識を理解することができる。
②指圧線図の作成ができる。
③熱効率とピストン形状の算出ができる。
④ピストン、コンロッドの強度計算等により、設計を行うことができる。


